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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い

新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
10
月
に
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
大
き
な
支
援
を
得
て
、

笛
吹
市
第
3
代
市
長
に
当
選
い
た
し
ま

し
た
。

　
多
く
の
市
民
の
方
々
か
ら
の
ご
支
持

に
よ
り
市
政
の
舵
取
り
を
信
託
さ
れ
、

改
め
ま
し
て
市
長
と
い
う
職
責
の
重
大

さ
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
4
年
間
、
「
市
民
の
声

の
届
く
市
政
」
「
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ

る
市
政
」
を
基
本
姿
勢
に
、
市
民
の
ご

期
待
に
お
応
え
す
べ
く
、
職
員
と
一
丸

と
な
り
、
持
て
る
力
の
す
べ
て
を
傾
注

し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
「
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
多
機
能
ア
リ
ー
ナ
建

設
事
業
は
中
止
し
、
他
の
事
業
に
つ
い

て
も
見
直
す
と
と
も
に
「
笛
吹
市
中
長

期
財
政
計
画
」
を
再
検
討
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
改
革
の
最
優
先
項
目
と

し
て
、
市
民
の
奉
仕
者
で
あ
る
職
員
の

意
識
改
革
と
個
々
の
能
力
を
最
大
限
に

発
揮
で
き
る
庁
内
体
制
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
基
盤
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
桃
・

ぶ
ど
う
日
本
一
と
温
泉
の
郷
」
に
ふ
さ

わ
し
い
適
正
規
模
の
整
備
に
取
り
組
む

と
と
も
に
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
も
推

進
い
た
し
ま
す
。

　
災
害
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
水
害

に
備
え
た
河
川
整
備
を
国
や
県
に
働
き

か
け
、
浸
水
し
や
す
い
地
域
の
護
岸
工

事
や
雨
水
が
溜
ま
る
調
整
池
整
備
に
取

り
組
み
、
浸
水
解
消
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
強
化

や
地
域
避
難
所
の
整
備
な
ど
関
係
機
関

と
連
携
し
、
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
産
業
観
光
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、
通

年
型
の
農
業
を
目
指
し
、
就
農
し
や
す

い
環
境
を
つ
く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
農
業
、
温
泉
、
自
然
な
ど
の
観
光

資
源
を
活
用
し
、
農
業
と
温
泉
を
融
合

さ
せ
た
「
地
域
活
性
化
総
合
特
区
」
の

導
入
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
　
福
祉
、
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市

民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
民
生
委
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
力
が
最
大
限
発

揮
で
き
る
体
制
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

「
通
い
た
く
な
る
学
校
」
づ
く
り
に
向

け
、
教
育
関
係
者
と
の
議
論
・
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
小
学

校
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を
中
学
校
ま

で
引
き
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
の

皆
さ
ま
の
様
々
な
声
に
真
摯
に
耳
を
傾

け
、
公
平
・
公
正
・
透
明
性
の
高
い
市

政
を
推
進
し
、
「
こ
こ
に
住
ん
で
良
か

っ
た
と
実
感
で
き
る
ま
ち
」
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
本
年
も
一
層

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ま
す
ま

す
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上

げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
希
望
に
満
ち
た

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
今
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
経
済

情
勢
や
生
活
環
境
は
、
長
引
く
景
気
の
低

迷
、
東
日
本
大
震
災
に
端
を
発
し
た
原
発

事
故
に
よ
る
生
命
の
危
機
感
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
高
騰
、
こ
れ
に
伴
う
電
気
料
金

の
値
上
げ
、
い
ま
だ
解
決
に
至
ら
な
い
放

射
能
汚
染
に
よ
る
食
に
対
す
る
安
全
性
へ

の
不
安
、
消
費
税
率
の
値
上
げ
、
更
に
は
、

地
球
温
暖
化
問
題
は
、
深
刻
さ
を
増
し
各

地
で
の
自
然
災
害
の
発
生
な
ど
、
市
民
生

活
や
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

日
々
厳
し
さ
が
増
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
下
の
中
で
、
市
民
の
皆
さ
ま

が
安
心
で
安
全
な
住
み
良
い
社
会
実
現
の

た
め
の
行
政
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
答
え
る

べ
く
、
地
域
の
現
状
に
即
し
た
様
々
な
行

政
施
策
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
10
月
に
は
、
本
市
と
し

て
3
回
目
の
市
議
会
議
員
選
挙
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
議
会
改
革
が
全
国
的
な

流
れ
の
中
で
実
施
さ
れ
、
本
市
議
会
で

も
議
会
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

そ
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
議
員
定
数
を

3
名
削
減
し
、
21
名
の
議
員
定
数
に
よ

る
選
挙
が
行
わ
れ
、
皆
さ
ま
か
ら
の
負

託
を
受
け
た
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
昨

年
11
月
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
第
5
代

議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
今
、
多

く
の
皆
さ
ま
が
明
る
く
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
を
望
ん
で
お
り
、
そ
の
期
待
と
責

任
を
強
く
感
じ
、
今
後
、
本
市
の
発
展

の
た
め
に
努
力
を
惜
し
ま
ぬ
決
意
で
あ

り
ま
す
。
昨
今
の
議
会
に
対
し
て
は
、

市
民
の
期
待
す
る
部
分
が
多
く
あ
り
ま

す
が
、
ま
だ
ご
期
待
に
十
分
応
え
ら
れ

て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
地
方

議
会
は
本
来
、
地
方
自
治
の
一
翼
を
担

う
大
事
な
存
在
で
あ
り
ま
す
。
住
み
よ

い
社
会
、
地
域
住
民
の
生
活
お
よ
び
福

祉
向
上
の
実
現
の
た
め
、
議
会
は
中
立

的
立
場
か
ら
執
行
機
関
を
監
視
し
、
切

磋
琢
磨
す
る
中
で
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
地
域
社
会
を
創
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
が

大
変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
の
課
題
に
対

し
て
明
確
な
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
ま
た
、
議
員
と
し
て
の

資
質
向
上
を
常
に
念
頭
に
お
き
、
市
執

行
機
関
と
緊
張
感
を
持
つ
こ
と
で
地
域

社
会
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
歩
む
議
会
を

更
に
進
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
議
員
と

が
一
体
感
の
あ
る
、
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
行
政
に
目
を
向
け
る
と
、
市
の
基
幹

産
業
で
あ
る
、
農
業
と
観
光
の
振
興
を

更
に
図
り
、
「
桃
・
ぶ
ど
う
・
日
本
一
の

郷
」
笛
吹
市
の
一
層
の
発
展
の
た
め
、
農

業
生
産
量
の
増
加
や
笛
吹
ブ
ラ
ン
ド
の
確

立
、
都
市
整
備
施
策
と
し
て
の
ア
ク
セ
ス

道
路
な
ど
の
道
路
整
備
、
福
祉
施
策
と
し

て
、
子
育
て
支
援
や
健
康
づ
く
り
事
業
な

ど
、
各
施
策
を
着
実
に
実
施
し
て
い
く

た
め
、
積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
財
産
で
あ
る
緑
豊
か

な
自
然
を
大
切
に
し
、
未
来
に
引
き
継

ぎ
、
地
域
産
業
と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
議
会

改
革
を
引
き
続
き
実
施
し
、
議
会
の
活

性
化
と
強
化
に
努
め
、
住
民
生
活
が
充
実

感
に
満
ち
溢
れ
る
市
を
目
指
し
最
善
の
努

力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
方
に

と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り

ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。



11月号表紙（№2）
市役所開庁式（平成16年10月12日）
での銘板除幕の様子を伝えました。

5月号（№20）
国分寺跡の桃の花やさくら温泉通りの
桜などを掲載。市の春の訪れをお知
らせしました。

5月号（№20）
この年より生活系のごみ減量化を
53%と設定して様々な取り組みを
推進しています。

11月号（№14）
笛吹こども議会で提案された市のシ
ンボルが、市議会の承認を得て、正
式に決定されました。

6月号表紙（№33）
第1回笛吹市植樹祭を開催。市
の緑豊かな自然を次世代にリレ
ーする様子を伝えました。

8月号（№23）
8月1日に芦川村を加えた新たな
笛吹市が誕生しました。

8月号（№23）

11月号（№38）
リニア実験線の工事開始と伴に、
その概要と準備状況を報じまし
た。

10月号（№37）
100年前に発生した風水害の惨状
が記録としてまとめられています。
自然災害が身近で起こることを再認
識するうえでも、貴重な資料です。

11月号（№2）
市民の方々、12人にインタービューしました。新市に強い
期待が感じられます。

11月号（№2）

広報紙で振り返る 笛吹市の8年
広報

11月号（№14）
合併１周年記念式典において
「桃・ぶどう日本一の郷」を高ら
かに宣言しました。

11月号（№14）

10月号（№37）



5月号（№44）
石和温泉駅前広場とモニュメ
ントが完成しました。

6 月号（№45）　4 月初旬の 6
日間、ＳＬが市を走り、多くの
鉄道ファンが石和温泉駅に詰
めかけました。

5月号（№44）　平成 20 年度
より「みんなで奏でる『にぎ
わい・やすらぎ・きらめき』
のハーモニー」を掲げる総合
計画がスタートしました。

広報紙で振り返る笛吹市の8年広報

3月号表紙（№66）
レミオロメンが表敬訪問。紅
白歌合戦に出場したメンバー
を、市は懸垂幕やのぼり旗で
祝福していました。

8月号（№71）
「Fukki(フッキー )」が
市教育委員会の公式キャラク
ターとして誕生。平成 24 年
度には市の公式キャラクター
となりました。

3月号（№54）
市役所南館で太陽光発電開
始。なお、市内小中学校（芦
川小学校除く）にも平成 22
年度までに設置されました。

12月号表紙（№63）
友好都市千葉県館山市立那古
小学校の修学旅行の一コマ。
毎年、市を訪れていただいて
います。

10月号表紙（№
97）　第 47回消
防団員操法大会
で境川分団が優
勝。その団結し
た姿は改めて頼
もしさを感じさ
せます。

4 月号（№91）　試験運行を
経て、市デマンドタクシーが
みさかルート、ふじみルート
で本格運行を開始しました。

12月号（№63）
古代から中世にかけて甲斐国の文
化的・政治的な中心であったこと
から「甲斐国千年の都笛吹市」の
宣言を行いました。

12月号（№63）

広報号外 5月20日発行
東日本大震災で市内に避難され
た方々のため、市民の皆さんに
食料を募りました。

9月号（№84）
市のイメージがふんだんに盛り込
まれたオリジナリティの高いナン
バープレートを発表しました。

5月号（№68）
芦川活性化の基点、
芦川おごっそう家が
オープンし、新たな市
の玄関口として、若彦
トンネルが開通。ま
た、芦川中学校の閉
校式の様子も報じまし
た。

9月号（№96）
辻村深月さん直木賞受賞、その
朗報が石和図書館に届けられた
時の様子を伝えました。
また辻村さんは、市制施行８周
年記念式典において、笛吹市初
の市民栄誉賞を受賞しました。

ャラク

11月号（№86）
市内の詳細な雨量情報を市ホー
ムページで公開。携帯電話から
もご覧いただけます。



▼
日
程
　
4
月
14
日
（
日
）

○
受
付
　
午
前
7
時
30
分
〜
9
時
30
分

○
開
会
式
　
午
前
8
時
50
分

※
雨
天
決
行

▼
会
場
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー

ツ
公
園

▼
種
目
お
よ
び
ス
タ
ー
ト

○
ハ
ー
フ
　
午
前
9
時
45
分
ス
タ
ー
ト

・
一
般
男
子
中
学
生
以
上
・
壮
年
男
子

40
歳
以
上
の
部
　

・
一
般
女
子
中
学
生
以
上
・
壮
年
女
子

40
歳
以
上
の
部

○
親
子
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
2
人
1
組
）

３
・
５
㎞
　
午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

○
10
㎞
　
午
前
10
時
30
分
ス
タ
ー
ト

・
一
般
男
子
中
学
生
以
上
・
壮
年
男
子

40
歳
以
上
の
部
　

・
一
般
女
子
中
学
生
以
上
・
壮
年
女
子

40
歳
以
上
の
部

▼
参
加
料

○
一
般
　
�
�
�
4
0
0
0
円

○
中
・
高
校
生
　
3
0
0
0
円

○
親
子
（
子
は
小
学
生
）

　
5
0
0
0
円

▼
定
員

○
ハ
ー
フ
　
1
3
0
0
人

○
10
㎞
　
�
2
4
0
0
人

○
親
子
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
2
人
1

組
）
3
・
5
㎞
　
3
0
0
組

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
参
加
料
を
お
支
払
い
い
た
だ
い
た
時

点
で
申
し
込
み
完
了
と
な
り
ま
す
。

▼
申
込
期
日

（
A
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
サ
イ

ト
　
1
月
27
日
（
日
）

（
B
）
郵
便
局
　
1
月
15
日
（
火
）

▼
申
込
方
法

（
A
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
サ
イ

ト
…
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
払

い
込
み
も
し
く
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
参
加
料
支
払
い

h
ttp
:/
/
w
w
w
.r
u
n
n
e
t.jp
/

※
手
数
料
2
0
0
円

（
B
）
郵
便
局
…
所
定
の
郵
便
振
替
用

紙
で
参
加
料
支
払
い

■
問
合
せ
先
　
市
桃
の
里
マ
ラ
ソ
ン
大

会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
生
涯
学
習

課
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当
）

�
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
8

※
月
〜
金
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
。

　
市
内
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
や
N
P
O
法
人
な
ど
、
様
々
な
市
民

活
動
団
体
の
活
動
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
「
絆
・
つ
な
が
ろ
う
笛
吹
　

つ
な
げ
よ
う
未
来
（
あ
し
た
）
へ
!!
」
を

メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
「
市
民
協
働
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
い
る

活
動
の
紹
介
や
、
地
域
の
食
材
な
ど
を

利
用
し
た
食
の
提
供
（
模
擬
店
）
な
ど
、

楽
し
み
な
が
ら
気
軽
に
「
協
働
」
に
親

し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
日
時

○
1
日
目
　
2
月
23
日
（
土
）

�
午
前
9
時
か
ら

・
市
民
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

・
朗
読
サ
ロ
ン

・
活
動
事
例
紹
介

○
2
日
目
　
2
月
24
日
（
日
）

午
前
9
時
30
分
か
ら
午
後
3
時
（
予

定
）

・
市
内
伝
統
芸
能
発
表

・
男
女
で
子
育
て
講
演
会

・
ワ
ン
コ
イ
ン
マ
マ
さ
ん
シ
ョ
ッ
プ

・
子
ど
も
茶
会

・
市
内
活
動
団
体
の
活
動
紹
介
展
示

・
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
（
有
料
）
な
ど

（
託
児
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
）

※
内
容
は
変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
よ
っ
ち
ゃ
ば
る
ネ
ッ
ト

笛
吹

h
ttp
s
:/
/
o
p
e
n
c
ity
.jp
/
fu
e
fu
k
i/

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
会
場
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
笛
吹
市
桃
の
花
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
戦
国
時
代
の
合
戦
を

再
現
し
た
「
川
中
島
合
戦
戦
国
絵
巻
」

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
型
の
体
験
イ
ベ

ン
ト
と
な
っ
て
い
て
、
参
加
者
が
鎧
を

着
用
し
史
実
に
基
づ
い
た
シ
ナ
リ
オ
に

沿
っ
て
、
武
田
軍
、
上
杉
軍
に
分
か
れ

合
戦
絵
巻
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

▼
期
日
　
4
月
21
日
（
日
）

午
前
9
時
集
合
、
午
後
5
時
頃
解
散

予
定
（
雨
天
決
行
）

▼
場
所
　
市
役
所
本
庁
舎
前
笛
吹
川
河

川
敷

▼
参
加
条
件
　
合
戦
に
参
加
可
能
で
健

康
な
高
校
生
以
上
の
方

▼
申
込
方
法

　
笛
吹
市
観
光
物
産
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
ふ
え
ふ
き
観
光
ナ
ビ
」

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
f
u
e
f
u
k
i
-

k
a
n
k
o
.jp
/

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
支
払

方
法
は
申
込
受
付
後
、
連
絡
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間

　
1
月
9
日
（
水
）
午
前
9
時
〜

　
1
月
31
日
（
木
）
午
前
9
時

※
先
着
順
と
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
、
そ
れ
以
降
は
キ
ャ
ン

セ
ル
待
ち
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

一
般
社
団
法
人
笛
吹
市
観
光
物
産
連

盟
（
笛
吹
市
役
所
観
光
商
工
課
内
）

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
8
2
9

℻
0
5
5
（
2
6
2
）
8
5
0
7

　
11
月
27
日
の
市
臨
時
議
会
に
お
い
て
、

坂
本
誠
二
郎
氏
、
相
川
幸
夫
氏
、
桑
原

庸
五
氏
、
里
吉
和
子
氏
が
新
し
く
教
育

委
員
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
新
し
い
教
育
委
員
会
委
員
の

構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

委
員
長

　
早
川
　
公
仁
（
御
坂
町
八
千
蔵
）

委
員
長
職
務
代
理

　
相
川
　
幸
夫
（
春
日
居
町
桑
戸
）

委
員
　
桑
原
　
庸
五
（
境
川
町
寺
尾
）

　
里
吉
　
和
子
（
一
宮
町
金
沢
）

�
石
原
　
知
江
子
（
八
代
町
高
家
）

教
育
長

　
坂
本
　
誠
二
郎
（
石
和
町
中
川
）

■
問
合
せ
先

　
教
育
総
務
課
　
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
6 新たに就任した

坂本教育長

　募集内容（参加費には衣装代・弁当代・
記念品・記念写真・保険料が含まれていま
す）
①�上杉謙信………定員１人、参加費3万円
②�安養院…………定員１人、参加費1万円
③�武田軍本陣隊…定員10人、参加費4千円
④�お姫様隊………定員4人、参加費4千円
⑤�一般兵…………定員700人、参加費4千円
⑥�演出兵…………定員30人、参加費2千円
⑦�特別出演武将…定員4人、参加費1万円

※③④は本陣を守る役のため敵陣へ攻め入る
ことはできません。
※⑤は武田軍24隊・上杉軍28隊、各隊12人
から14人の編成になります。各グループで
大将1人、副将1人となり、大将、副将甲冑
を着ていただきます。12人以下での参加も
可能ですが、その場合は混合隊になります。
申し込み後、グループへの参加者追加はで
きません。軍・隊の希望に添えない事があ
ります。
※⑥は一般兵と同じ鎧を着用しシナリオ演出
に出演していただきます。合戦には参加で
きます。
※⑦は織田信長・徳川家康・豊臣秀吉・直江
兼継の鎧を着用し、観覧エリアで来場者と
の交流活動のため合戦に参加できません。
※自前鎧の使用はできません。主催者の用意
した衣装での参加になります。

▼

子ども茶会（前回の様子）



基本目標１

人権尊重の意識を高めるための教育の推進

重点目標２

学校教育等で互いを認め合う心を育てる

第８条　教育に携わる者の責務
教育に携わる者は、基本理念にのっとり、
男女共同参画の推進における教育の重要性
について深く理解し、積極的に基本理念に
配慮した教育に取り組まなければならない。

■問合せ先　市民活動支援課
　市民活動支援担当　☎�055（262）4111

この授業に一
緒に参加した
かったな!

大人の子ども
たちへの関わ
り方って大切
だよね!

笛ちゃん 吹ちゃん

　このテーマは、輝け男女笛吹プランや男女共同参画推進条例にも盛り込まれている具体的取り組みの一
つです。私たちは９月に一宮北小学校１年生の授業を参観し、市教育協議会「自立と共生の研究会議」の
メンバーである先生方と話し合いの会を持ちました。
　男女合わせて12人のかわいらしい一宮北小学校の１年生が担任の石田文子先生の指導のもと、いきいき

と元気に活動していた授業でした。
　

　主題は、「こんなのへんかな?」。ある絵本からの資料
をもとに、スコットランドの男性が正装であるスカート
をはいた写真、モンゴルの女性が正装であるズボンをは
いた写真などをみながら、子どもたちの中にあるジェン
ダーへのとらわれから授業が始まりました。
　よく学校は男女の差がなく、ジェンダーへのとらわれ
は少ないといわれますが、高学年よりむしろ低学年の方
が男の子は男らしく、女の子は女らしくという意識が濃
厚だと担任の先生はとらえていらっしゃいました。幼い

子どもたちほど周囲の大人の影響を受けるのではないかと思いました。
　１年生になって半年ほど、指名を待ってきちんと発言
したり、仲間の発言を聞いて、「いいでーす!」と表現す
るなど、学習規律がしっかりできていて感心しました。

　授業の最後に、学習したことを振り返り、自分の考え
を書くという段階になると、かなり抵抗があったようで
す。今日の授業の目標だった「男の子だから、女の子だ
からと決めないで、自分の好きなことをもつこと、好き
なことをお互いに大切にすること」は、この１時間の授
業では難しそうに思えました。

　こうした学習は、繰り返し実施されることが大切です
し、保護者の方々に授業参観等をしていただき、共に考え語り合うことも大切だと確認したところです。
また、男女混合名簿は市内の全小学校で実施されています。今後は、中学校への拡大が必要であるとの意
見が出されました。

　
次
の
日
程
で
国
保
を
『
学
ぶ
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
が
八
代
総
合
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
今
回
、
開
催
を
前
に
当
日
の
講
師
の
長
倉
富
貴
先
生
に
「
健

康
に
つ
い
て
」
寄
稿
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
多
勢
の
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　日時　１月26日（土）　開場　午後１時　開催　午後１時30分
　場所　八代総合会館（八代町南527）
　内容　①講演「健康づくり～あなたが主役～」講師　長倉富貴氏（山
梨学院大学経営情報学部准教授：カレッジスポーツセンター推進員）
ヴァンフォーレ山梨スポーツクラブの活動をサポートしている。
②「運動で気分爽快」講師　岸邦彦氏（アスレティックトレーナー：
山梨学院大学経営情報学部非常勤講師）水泳の鈴木聡美選手のトレ
ーニング指導を手がける。
　持ち物　室内用運動靴をご持参ください。
　参加費　無料　　主催　笛吹市　
　共催　笛吹市女性団体連絡協議会

　　　
皆
さ
ん
は
普
段
ど
れ
く
ら
い
運
動
や

ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
ま
す
か
?
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
や
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
チ

ー
ム
で
仲
間
と
汗
を
流
し
て
い
る
方
、

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど

を
愉
し
ま
れ
て
い
る
方
も
い
る
で
し
ょ

う
。
あ
る
い
は
、
毎
日
、
犬
と
散
歩
さ

れ
て
い
る
方
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
な
い

ア
パ
ー
ト
や
団
地
で
毎
日
階
段
を
上
り

下
り
さ
れ
て
い
る
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
人
す
べ
て
が
「
日
頃
運
動
し

て
い
る
」
と
言
え
ま
す
。

体
を
動
か
す
こ
と
が
ス
ポ
ー
ツ

　
近
年
健
康
維
持
、
体
力
づ
く
り
、
成

人
病
予
防
の
た
め
の
運
動
、
ス
ポ
ー
ツ

活
動
の
幅
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
「
ス

ポ
ー
ツ
」
と
い
う
と
特
別
な
道
具
を
揃

え
て
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
に
従
っ
て
行

う
「
競
技
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
近
年
で
は
「
身

体
を
動
か
す
こ
と
」
と
い
う
意
味
で
の

運
動
も
ス
ポ
ー
ツ
の
定
義
に
含
ま
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

運
動
す
る
人
と
運
動
し
な
い
人

　
統
計
デ
ー
タ
を
見
る
と
確
か
に
近
年

ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
は
上
が
っ
て
い
ま
す
。

特
に
中
高
年
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
の
上

昇
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
2
極
化
が
起
き
て
い
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
運
動
す

る
人
は
ど
ん
ど
ん
運
動
し
、
よ
り
ア
ク

テ
ィ
ブ
な
運
動
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
運
動
を
し
な
い
人
は
依
然

全
く
運
動
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

運
動
は
あ
な
た
の
仕
事

　
今
一
番
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
「
や

る
気
の
な
い
人
を
や
る
気
に
さ
せ
る
こ
と
」

「
や
り
た
く
て
も
で
き
な
い
人
に
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
」
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
研
究

を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。
保
険
医
療
の

こ
と
は
専
門
外
で
す
が
、
最
近
ス
ポ
ー

ツ
や
運
動
を
通
し
た
「
健
康
づ
く
り
」

や
「
仲
間
づ
く
り
」
に
つ
い
て
お
話
す

る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
「
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値

を
最
大
限
に
引
き
出
す
営
み
」
と
定
義

さ
れ
ま
す
。
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
や
運
動

へ
の
「
抵
抗
条
件
」
を
で
き
る
限
り
取

り
除
い
て
、
よ
り
効
率
的
な
機
会
の
提

供
の
在
り
方
を
考
え
、
ス
ポ
ー
ツ
や
運

動
の
価
値
を
高
め
る
の
が
私
の
仕
事
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
健
康
づ
く
り
は
あ

な
た
が
主
役
で
す
。
や
る
気
に
さ
せ
る

の
が
私
の
仕
事
、
実
際
に
行
う
の
は
あ

な
た
の
仕
事
。
一
緒
に
あ
な
た
の
価
値

を
最
大
限
に
引
き
あ
げ
て
い
き
ま
せ
ん

か
?
「
健
康
づ
く
り
」
を
あ
な
た
の
生

活
の
中
に
取
り
込
み
、
よ
り
豊
か
な
人

生
を
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

山
梨
学
院
大
学
経
営
情
報
学
部
准
教
授
・

カ
レ
ッ
ジ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
推
進
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
倉
　
富
貴

■
問
合
せ
先
　
国
民
健
康
保
険
課

　
国
保
保
健
指
導
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

順位 山梨県 全国平均

１位 25.00％ウォーキング 24.82％散歩（ぶらぶら歩き）

２位 ゴルフ（練習場） 22.90％ウォーキング

３位

25.00％

ボウリング 17.66％体操（軽い体操、ラジオ体操など）

３位

16.67％

ゴルフ（コース） 16.21％ボウリング

５位

15.00％

散歩（ぶらぶら歩き） 9.45％水泳

６位

13.51％

ソフトボール 9.15％ゴルフ（コース）

６位

13.33％

グラウンドゴルフ 9.04％海水浴

８位

13.33％

体操（軽い体操、ラジオ体操など） 9.00％釣り

９位

11.67％

釣り 8.95％筋力トレーニング

９位

10.00％

10.00％スキー 8.33％ゴルフ（練習場）

た
の

運動・スポーツ種目トップ10（過去1年間に1回以上実施した運動・スポーツ種目）

笹川スポーツ財団都道府県のスポーツライフ・データ（2000～2008）



　
毎
年
大
好
評
の
ソ
ノ
リ
テ
甲
府
吹
奏

楽
団
に
よ
る
演
奏
会
で
す
。

　
ど
な
た
で
も
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し
ま
し
た
。

▼
日
時
　
2
月
2
日
（
土
）

開
場
　
午
後
4
時

開
演
　
午
後
4
時
30
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
指
揮
者
　
近
藤
久
敦
氏
（
音
楽
監
督
）

▼
演
奏
　
ソ
ノ
リ
テ
甲
府
吹
奏
楽
団

▼
曲
目
　
○
ザ
・
バ
ン
ド
ワ
ゴ
ン
　
ス

パ
ー
ク
作
曲
　
○
ロ
ン
ド
ン
デ
リ
ー

の
歌
　
グ
レ
イ
ン
ジ
ャ
ー
作
曲
　
○

チ
ル
ド
レ
ン
ズ
マ
ー
チ
「
丘
を
越
え

て
彼
方
へ
」
グ
レ
イ
ン
ジ
ャ
ー
作
曲

○
北
川
木
挽
歌
に
よ
る
幻
想
曲
　
星

出
尚
志
作
曲
　
ほ
か

▼
入
場
料
　
無
料

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い

る
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

　
山
梨
交
響
楽
団

の
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
が
今

年
も
市
に
や
っ
て

き
ま
す
。

▼
日
時

　
1
月
20
日
（
日
）

開
場
　
午
後
1
時
30
分

開
演
　
午
後
2
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
曲
目
　
○
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
…
管
楽

セ
レ
ナ
ー
デ
　
○
ア
ル
ビ
ノ
ー
ニ
…

２
本
の
オ
ー
ボ
エ
の
た
め
の
協
奏
曲

○
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
…
2
つ
の
コ

ン
ツ
ェ
ル
ト
シ
ュ
テ
ュ
ッ
ク
　
ほ
か

▼
入
場
料
　
無
料

※
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
コ
ラ
ニ

ー
文
化
ホ
ー
ル
で
配
布
し
て
い
る
入

場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ
先
　
（
公
財
）
ふ
え
ふ
き
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

▼
日
時
　
2
月
3
日
（
日
）

　
開
会
式
　
午
前
9
時
か
ら

　
競
技
開
始
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
種
目
お
よ
び
場
所

○
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

・
八
代
中
央
ス
ポ
ー
ツ
広
場

※
雨
天
中
止

○
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
（
1
チ
ー
ム
8
人
）

※
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
で
行
う
も
の
。

・
若
彦
路
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
館
　
体

育
館
　
※
雨
天
決
行

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
期
日
　
1
月
25
日
（
金
）

※
参
加
状
況
に
よ
り
募
集
人
数
の
制
限

が
あ
り
ま
す
。

※
申
込
方
法
等
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
市
体
育
協
会
事

務
局
（
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
内
）
ま
た

は
各
支
所
（
八
代
、
境
川
は
総
合
会

館
で
す
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
5
9

　
℻
0
5
5
（
2
6
3
）
7
9
6
0■申込・問合せ先

　生涯学習課　生涯学習担当
　☎055(261)3339

　市青少年育成推進協議会は小学生を対
象に百人一首大会を開催します。

　日時　1月27日（日）午前9時～正午

　場所　八代総合会館

　対戦方法　五色百人一首使用
　小学校1年生から３年生はグリーン
とオレンジの40枚。小学校4年生から
６年生はブルーとピンクとグリーンと
オレンジの80枚で、最後の１回戦は
100枚で行います。

　申込方法　電話でお申し込みください。

▼
▼
▼

▼

　
市
ス
キ
ー
連
盟
で
は
、
県
冬
季
体
育

祭
笛
吹
市
予
選
会
を
兼
ね
た
、
ス
キ
ー

祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
者
・
市
内
の
企
業

に
勤
務
し
て
い
る
方
（
高
校
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

▼
日
時
　
2
月
16
日
（
土
）

　
受
　
付
　
午
後
3
時
30
分
か
ら

　
閉
会
式
　
午
後
8
時
30
分
（
予
定
）

▼
場
所
　
カ
ム
イ
御
坂
ス
キ
ー
場
（
御

坂
町
上
黒
駒
5
3
2
1
│
1
）

▼
種
目
　
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

▼
定
員
　
80
人

▼
参
加
費
　

○
大
人
（
中
学
生
以
上
）
　
1
0
0
0
円

○
小
学
生
　
　
　
　
　
　
　
5
0
0
円

○
ナ
イ
タ
ー
リ
フ
ト
券
　
1
0
0
0
円

（
当
日
購
入
は
2
5
0
0
円
）

※
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
・
ウ
ェ
ア
・
そ
の

他
は
当
日
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
服
装
　
必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し

て
く
だ
さ
い
。
（
レ
ン
タ
ル
可
）

▼
申
込
期
日
　
2
月
1
日
（
金
）

　
ス
キ
ー
技
術
の
向
上
に
役
立
つ
ポ
ー

ル
練
習
会
を
開
き
ま
す
。
初
心
者
か
ら

経
験
者
ま
で
、
誰
で
も
自
由
に
参
加
で

き
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
者

▼
日
時
　
1
月
11

日
（
金
）
〜
2
月

8
日
（
金
）
毎
週

金
曜
日
の
午
後

7
時
か
ら

▼
場
所
　
カ
ム
イ

御
坂
ス
キ
ー
場

▼
参
加
費
　
無
料
（
リ
フ
ト
代
別
）

※
ゲ
レ
ン
デ
の
状
態
や
天
候
に
よ
り
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

・
生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
8

ま
た
は
市
内
各
地
区
体
育
協
会
ス
キ

ー
部

・
市
ス
キ
ー
連
盟
事
務
局
（
山
口
）

　
☎
0
9
0
（
8
8
5
7
）
1
4
4
6

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

▼
日
時
　
2
月
16
日
（
土
）

受
付
　
午
前
8
時
30
分
か
ら

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

▼
場
所
　
金
川
の
森
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

（
か
ぶ
と
む
し
の
森
内
）

▼
募
集
チ
ー
ム
数
　
15
チ
ー
ム
（
チ
ー

ム
構
成
は
競
技
者
5
人
・
交
替
競
技

者
3
人
以
内
）

▼
参
加
費
　
1
人
5
0
0
円

▼
持
ち
物
　
ゼ
ッ
ケ
ン
（
5
人
制
）
、

ス
テ
ィ
ッ
ク
、
昼
食
、
飲
み
物

▼
申
込
受
付
　
1
月
16
日
（
水
）
午
前
9

時
か
ら
、
申
し
込
み
は
チ
ー
ム
ご
と

に
お
願
い
し
ま
す
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

▼
対
象
　
県
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

▼
日
時
　
2
月
24
日
（
日
）

受
付
　
午
前
8
時
30
分
か
ら

開
催
　
午
前
9
時
〜
正
午

※
小
雨
決
行
。
荒
天
の
場
合
は
3
月
3

日
（
日
）
に
延
期
。

▼
場
所
　
金
川
の
森
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
場
（
ス
ポ
ー
ツ
の
森
内
）

▼
定
員
　
1
4
4
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
円

▼
持
ち
物
　
ク
ラ
ブ
、
マ
ッ
ト

▼
申
込
受
付
　
1
月
24
日
（
木
）
午
前
9

時
か
ら
電
話
ま
た
は
窓
口
に
て
受
け

付
け
ま
す
。

※
成
績
優
秀
チ
ー
ム
ま
た
は
成
績
優
秀

者
に
は
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
5

▼
対
象

○
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
…
市
内
に
住
所
を

有
す
る
方
で
、
農
家
以
外
の
方

○
「
石
和
ミ
ニ
農
園
」
…
農
家
以
外
の
方
。

個
人
開
設
の
た
め
市
内
外
を
問
い
ま

せ
ん
。

▼
貸
付
期
間
　
1
年
間
（
期
間
は
農
園

に
よ
り
違
い
ま
す
）

▼
料
金
　
1
区
画
2
0
0
0
円
〜
５
０

０
０
円
（
年
間
）

▼
禁
止
事
項

○
建
物
ま
た
は
工
作
物
の
設
置

○
営
利
を
目
的
と
し
て
の
作
物
栽
培

○
貸
付
農
園
の
転
貸

○
不
燃
物
等
の
投
棄
ま
た
は
埋
設

○
永
年
作
物
の
作
付
　
な
ど

▼
選
考
　
条
件
を
満
た
し
て
い
る
方
の

中
で
申
し
込
み
先
着
順
に
決
定
し
ま

す
。
（
た
だ
し
、
2
年
次
以
降
は
更

新
者
を
優
先
）

※
入
園
し
た
方
は
、
分
担
し
て
園
内
の

除
草
、
清
掃
等
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
、
対
象
の
農
園
ご
と
に

管
理
し
て
い
る
担
当
が
違
い
ま
す
の

で
、
各
担
当
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

・
「
や
つ
し
ろ
ふ
れ
あ
い
農
園
」

　
八
代
支
所
�
地
域
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
2
1
1
1

・
「
か
す
が
い
ふ
れ
あ
い
農
園
」

　
春
日
居
支
所
　
地
域
住
民
課

　
☎
0
5
5
3
（
2
6
）
3
1
1
1

・
「
石
和
ミ
ニ
農
園
」

　
農
林
振
興
課
�
農
林
経
営
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
２
０
３
３



　
市
臨
時
職
員
の
登
録
者
を
募
集
し
ま

す
。
平
成
25
年
度
笛
吹
市
臨
時
職
員
と

し
て
就
労
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
あ
ら

か
じ
め
登
録
が
必
要
で
す
。

▼
登
録
で
き
る
方

○
登
録
時
現
在
、
心
身
と
も
に
健
康
な

方
○
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

○
一
般
事
務
に
つ
い
て
は
、
パ
ソ
コ
ン

操
作
が
で
き
る
方
（
文
字
入
力
、
文

書
作
成
程
度
）

○
保
育
士
、
栄
養
士
、
保
健
師
な
ど
一

定
の
資
格
が
必
要
な
職
種
は
、
そ
の

資
格
を
お
持
ち
の
方

▼
待
遇
、
勤
務
条
件
な
ど

○
勤
務
日
・
時
間
　
原
則
と
し
て
土
、

日
曜
日
や
休
日
（
祝
日
や
12
月
29
日
〜

1
月
3
日
の
年
末
年
始
）
以
外
の
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
の
間

○
諸
手
当
　
通
勤
手
当

○
休
暇
　
年
次
有
給
休
暇
、
特
別
休
暇

等
○
各
種
保
険
　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金

保
険
、
雇
用
保
険
の
加
入

※
諸
手
当
、
休
暇
、
各
種
保
険
に
つ
い

て
は
、
勤
務
条
件
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
規
則
に

基
づ
き
別
に
定
め
ま
す
。

▼
任
用
期
間
　
4
月
1
日
（
月
）
か
ら

　
任
用
期
間
は
、
原
則
と
し
て
6
カ

月
以
内
で
す
。
職
種
に
よ
っ
て
は
継

続
任
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
登
録
手
続
き
な
ど

　
次
の
書
類
を
総
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

○
笛
吹
市
臨
時
職
員
登
録
カ
ー
ド

※
様
式
は
総
務
課
人
事
給
与
担
当
で
受

け
取
る
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

○
履
歴
書
（
写
真
を
必
ず
貼
付
）

○
保
育
士
、
栄
養
士
、
保
健
師
な
ど
一

定
の
資
格
が
必
要
な
職
種
は
、
そ
の

資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し

▼
提
出
締
切
　
1
月
21
日
（
月
）

※
4
月
2
日
以
降
の
採
用
希
望
者
の
登

録
は
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

▼
任
用
手
続
き
　
臨
時
職
員
を
任
用
す

る
場
合
に
は
、
登
録
者
の
中
か
ら
選

考
し
て
採
用
し
、
採
用
予
定
者
に
は
、

3
月
11
日
（
月
）
ま
で
に
連
絡
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
登
録
は
市
以
外
へ
の
就

職
や
進
学
を
拘
束
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

〒
4
0
6
―
8
5
1
0

笛
吹
市
石
和
町
市
部
7
7
7

総
務
課
　
人
事
給
与
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
（
株
）
ヴ
ァ
ン
フ

ォ
ー
レ
山
梨
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
☎
0
5
5
（
2
5
4
）
6
8
6
7

○募集職種と賃金

職　　種

一般事務

一般事務（5時間／1日）

講師（小学校または中学
校教諭免許）・学芸員

学童保育指導員及び
補助員（5時間／1日）

文化財関係作業員・用
務員

調理員（資格や経験の
ない方）

生涯学習課嘱託職員（コ
ーディネーター）

調理員（調理師または
栄養士の資格があり、
学校や保育所等で調理
の実務経験が3年以上あ
る方）

学校サポーター
（6時間／1日）

図書館司書

保育士・栄養士

手話通訳士（者）

保健師

徴収員

専門交通指導員

賃　　金

※給与は、原則として毎月20日に口座への
振込みにより支払います。

日額�6,500円

日額�7,500円

日額�6,400円

時給�826円

日額�9,000円

日額�4,956円

日額�6,800円

日額�7,700円

時給�994円

時給�994円

日額�9,000円

日額�6,200円

日額6,200円＋能率給

時給�800円

日額�6,800円

▼
電
子
回
路
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
入
門

　
「
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
編
」

▼
N
C
旋
盤
加
工
技
術

▼
3
次
元
C
A
D
に
よ
る
機
械
設
計
の

基
礎

▼
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
試
験
講

座
①
旅
行
業
法
・
旅
行
業
約
款
／
各

種
約
款

▼
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
試
験
講

座
②
国
内
旅
行
実
務
（
料
金
計
算
／

観
光
地
理
ほ
か
）

※
講
座
内
容
、
日
程
等
は
都
合
に
よ
り

変
更
、
ま
た
は
中
止
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
チ
ラ
シ
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
問
合
せ
に
よ

り
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

h
ttp
:/
/
w
w
w
.y
itjc
.a
c
.jp

■
場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

（
甲
州
市
塩
山
上
於
曽
1
3
0
8
）

☎
0
5
5
3
（
3
2
）
5
2
0
2

　
資
格
試
験
直
前
対
策
講
座
（
要
点
整

理
）
を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時
　
2
月
19
日
（
火
）
か
ら
8
日
間

　
午
後
6
時
か
ら

▼
場
所
　
県
立
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
（
甲

府
市
塩
部
4
―
5
―
28
）

▼
受
講
料
　
2
1
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト

代
別
途
）

※
申
込
方
法
等
、
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
:/
/
w
w
w
.p
re
f.y
a
m
a
n
a
s
h
i.

jp
/
s
h
u
g
y
o
/

■
問
合
せ
先

　
県
立
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
（
2
5
1
）
3
2
1
0

▼
対
象
　
心
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
（
精

神
障
が
い
者
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
）
に
関
心
が
あ
り
、
受
講
後
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
可
能
な
方
（
再
受

講
も
可
能
で
す
）

▼
日
時
　
1
月
23
日
（
水
）

　
受
付
　
午
前
9
時
か
ら

　
開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
笛
吹
市
ふ
れ
あ
い
の
家
　
さ

く
ら
ハ
ウ
ス

▼
講
師
　
深
沢
孝
之
氏
（
臨
床
心
理
士
）

ほ
か

▼
内
容
　「
精
神
障
害
の
理
解
に
つ
い
て
」

臨
床
心
理
士
に
よ
る
講
座
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
実
践
報
告

▼
定
員
　
30
人

▼
受
講
料
　
無
料

▼
協
力
　
心
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
ピ
ア

ピ
ア

▼
申
込
期
日
　
1
月
16
日
（
水
）
ま
で

　
絵
が
初
め
て
の
方
も
先
生
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
学
べ
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
障
が
い
者
・
市

内
の
障
が
い
者
施
設
利
用
者

▼
日
時
　
1
月
18
日
（
金
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所
　
八
代
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
2
階

　
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
講
師
　
鈴
木
賢
二
氏

▼
内
容
　
絵
手
紙
教
室

▼
定
員
�
40
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
障
害
者
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
え
ふ
き

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
7
7

　
℻
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
6
9

　
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
培
わ
れ
た
ベ
テ

ラ
ン
層
を
対
象
に
、
地
域
福
祉
活
動
へ

の
参
画
を
目
的
と
す
る
講
座
で
す
。
女

性
の
き
め
こ
ま
や
か
な
特
性
を
地
域
に
生

か
し
、
自
身
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
も
繋

げ
る
た
め
に
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
の
方

▼
日
時
1
月
12
日
（
土
）
　
1
月
26
日
（
土
）

2
月
９
日
（
土
）
　
３
月
2
日
（
土
）

　
い
ず
れ
も
午
後
1
時
30
分
〜
３
時
30
分

※
原
則
4
回
受
講
で
す
が
、
都
合
等
あ

る
場
合
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
場
所
　
八
代
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
○
旅
館
業
か
ら
学
ぶ
『
お
も
て

な
し
の
心
』
　
○
愛
育
会
の
精
神
か
ら

学
ぶ
『
人
間
の
生
き
様
』
　
○
地
域
で

『
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る
』
子
育
て

サ
ロ
ン
か
ら
学
ぶ
　
○
民
生
児
童
委
員

活
動
か
ら
学
ぶ
『
地
域
づ
く
り
』
　
○

男
衆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
情
報
交
換

▼
定
員
　
20
人
　
▼
受
講
料
　
無
料

▼
申
込
期
日
　
1
月
９
日
（
水
）

▼
申
込
方
法
　
氏
名
・
性
別
・
生
年
月

日
・
住
所
・
電
話
番
号
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
地
域
福
祉
課
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
1
8
2



④台帳整備

笛吹市役所登録対象者・希望者

区長・役員さん、組長さん、民生委員・児童委員さん、社会福祉協議会に、
登録申請書を提出してください。地域で皆さんを守ります。

○事業・登録の推進
　PR

①説明・登録票配布

②同意・登録 ③連携

　
こ
の
事
業
は
、
近
い
将
来
必
ず
発
生

す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
巨
大
地
震
や
台

風
な
ど
の
際
に
、
家
族
等
の
援
助
が
な

く
、
自
ら
そ
の
情
報
を
知
り
得
た
り
、

あ
ら
か
じ
め
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な

方
が
、
地
域
の
方
々
と
事
前
に
手
を
携

え
て
お
き
、
情
報
の
伝
達
や
安
否
確
認
・

誘
導
避
難
を
、
お
願
い
し
て
お
く
た
め

の
も
の
で
す
。

�

そ
の
た
め
に
は
、
日
頃
の
声
掛
け
・

相
談
活
動
な
ど
、
地
域
（
行
政
区
）
ぐ

る
み
で
事
業
の
輪
を
築
き
あ
げ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
重
要
で
、
一
部
の
方
の
取

り
組
み
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
皆
さ

ん
全
員
が
事
業
へ
の
関
心
を
持
ち
、
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
こ
の
事
業
に
お
い
て
支
援
を
必
要
と

す
る
方
と
は

　
こ
の
事
業
で
は
、
次
に
掲
げ
る
方

の
う
ち
、
災
害
時
に
お
い
て
家
族
等

の
援
助
が
な
く
、
地
域
（
行
政
区
）

で
の
支
援
を
希
望
す
る
方
で
、
支
援

を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
個
人
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
方
を

「
災
害
時
要
援
護
者
」
と
い
い
ま
す
。

○
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
（
日
中
独
居
、

夜
間
独
居
含
む
）

○
高
齢
者
世
帯
の
み
（
日
中
の
み
、
夜

間
の
み
含
む
）

○
言
葉
が
う
ま
く
話

せ
ず
、
意
思
の
疎

通
が
困
難

○
足
が
不
自
由
の
た

め
歩
行
困
難

○
寝
た
き
り
高
齢
者

○
認
知
症
の
高
齢
者

○
精
神
的
に
不
安
定

○
物
事
の
理
解
が
難

し
い

○
目
が
不
自
由

○
耳
が
不
自
由

○
病
気
等
治
療
中

○
妊
産
婦
な
ど
の
方
々

▼
災
害
時
要
援
護
者
を
支
援
す
る
方
と
は

　
こ
の
事
業
で
は
、
日
頃
か
ら
災
害

時
要
援
護
者
と
交
流
が
あ
る
近
所
の

方
で
、
大
規
模
地
震
や
風
水
害
発
生

時
の
避
難
に
お
い
て
災
害
時
要
援
護

者
を
安
全
に
避
難
誘
導
し
て
く
れ
る

方
を
「
地
域
支
援
者
」
と
い
い
ま
す
。

※
地
域
支
援
者
に
は
災
害
時
の
避
難
支

援
責
任
を
課
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
善
意
に
よ
っ
て
、
地
域
に
お
け

る
助
け
合
い
を
お
願
い
す
る
方
々
で

す
。

▼
具
体
的
な
取
り
組
み

　
こ
の
事
業
に
は
、
地
域
（
行
政
区
）

の
ど
こ
に
、
支
援
を
必
要
と
す
る
方
々

が
居
る
の
か
を
日
頃
か
ら
確
認
し
、

誰
が
「
安
否
確
認
」
や
「
避
難
誘
導
」

を
行
う
の
か
を
決
め
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
こ
で
、
「
災
害
時
要

援
護
者
登
録
申
請
書
兼
登
録
票
」
（
以

下
「
登
録
票
」
）
を
用
意
し
ま
し
た
。

市
役
所
本
庁
舎
、
南
館
、
石
和
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
各
支
所
お
よ
び
市

社
会
福
祉
協
議
会
の
各
事
務
所
の
窓

口
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
登
録
票
に
「
あ
な

た
自
身
の
状
況
」
や
「
身
近
な
支
援

者
」
の
情
報
を
記
入
し
、
市
に
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
登
録
票
は
、
個
人
情
報
で
あ
る
た

め
強
制
的
に
作
成
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
大
規
模
災
害
時
の
効

果
的
な
救
援
活
動
の
た
め
に
も
、
真

に
支
援
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、

登
録
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
支
援
者
は
交
流
が
あ

る
身
近
な
方
で
す
の
で
、
登
録
票
の

地
域
支
援
者
欄
が
「
未
記
入
」
だ
か

ら
と
安
易
に
「
組
長
さ
ん
」
「
区
長

さ
ん
」
の
名
前
を
記
入
す
る
こ
と
は

避
け
ま
す
。
ま
ず
、
申
請
者
本
人
が

真
剣
に
考
え
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
で

も
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、
行
政
区

役
員
会
等
で
検
討
し
近
所
の
方
を
ご

紹
介
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
本
事
業

を
地
域
（
行
政
区
）
の
取
り
組
み
と

し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
に
よ
り
大
規
模
災
害
時
に
災

害
時
要
援
護
者
を
安
全
か
つ
迅
速
に

「
安
否
確
認
」
や
「
避
難
」
が
で
き

る
よ
う
援
助
す
る
も
の
で
す
。
平
常

時
は
、
地
域
支
援
者
や
地
区
の
区
長
・

役
員
さ
ん
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

さ
ん
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
、
災
害

時
要
援
護
者
に
「
声
掛
け
」
や
「
相

談
」
を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
災
害
時
要
援
護
者
に
あ
っ
て
は
、

登
録
票
を
、
お
住
ま
い
の
行
政
区
の

区
長
さ
ん
や
組
長
さ
ん
、
ま
た
は
民

生
委
員
・
児
童
委
員
さ
ん
の
い
ず
れ

か
の
方
に
、
1
部
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
災
害
時
要
援
護
者
の
近
所

に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
は
、
地
域
支

援
者
と
し
て
の
ご
協
力
を
積
極
的
に

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

・
総
務
課
　
消
防
防
災
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

・
福
祉
総
務
課
　
福
祉
総
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1

た
ず
さ

大地震等災害時の
避難支援

協　　　力

行政区、民生委員・
児童委員
社会福祉協議会

台帳登録者

日常の声掛け

地域支援者

支援される方には、災害時の避難支援責任を課すもので
はなく、地域における助け合い（共助）をお願いするも
のです。



　
平
成
24
年
度
高
齢
者
福
祉
基
礎
調
査

に
よ
る
と
、
笛
吹
市
で
は
65
歳
以
上
の

方
の
9
人
に
1
人
が
「
認
知
症
」
と
い

う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
も
し
、
家
族
の
誰
か
が
認
知
症
に
な

っ
た
ら
…
そ
の
時
の
た
め
の
心
構
え
は

で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　
劇
を
観
て
、
介
護
体
験
者
の
お
話
を

聴
い
て
「
そ
の
時
、
私
に
で
き
る
こ
と
」

を
考
え
る
機
会
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
2
月
13
日
（
水
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館

▼
内
容

○
市
の
認
知
症
対
策
に
つ
い
て

○
あ
し
た
葉
劇
団
に
よ
る
認
知
症
理
解

の
た
め
の
劇
と
お
話

あ
し
た
葉
劇
団
と
は
…

　
あ
し
た
葉
劇
団
は
、
今
か
ら
16
年
前
、

よ
り
多
く
の
人
に
認
知
症
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い

の
も
と
、
山
梨
県
認
知
症
の
人
と
家
族

の
会
の
会
員
に
よ
っ
て
立
ち
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
今
回
の
公
演
が
1
8
8
回
目
と
な
る

こ
の
劇
は
、
県
内
の
み
な
ら
ず
全
国
各

地
で
上
演
さ
れ
て
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の

ア
イ
オ
ワ
州
で
も
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。

脚
本
・
演
出
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
、
大
道
具
・

小
道
具
も
す
べ
て
会
員
に
よ
る
手
作
り

で
、
体
験
者
な
ら
で
は
の
「
認
知
症
介

護
の
現
実
」
と
「
想
い
」
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
て
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

直
接
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
高
齢
福
祉
課
　
高
齢
福
祉
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

　
所
得
税
法
や
地
方
税
法
で
は
、
所
得

申
告
す
る
本
人
ま
た
は
扶
養
親
族
等
が

障
が
い
者
に
該
当
す
る
場
合
、
「
障
害

者
控
除
」
と
し
て
一
定
金
額
を
所
得
か

ら
控
除
で
き
ま
す
。

▼
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
当

て
は
ま
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
、
精

神
保
健
福
祉
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳

等
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

②
年
齢
が
満
65
歳
以
上
の
方
で
、
寝
た

き
り
で
複
雑
な
介
護
を
要
す
る
方
や
、

身
体
障
害
者
ま
た
は
知
的
障
害
者
に

準
ず
る
者
と
し
て
市
町
村
長
等
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方

③
平
成
25
年
1
月
以
降
に
、
身
体
障
害

者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を
新
た
に

交
付
さ
れ
た
満
65
歳
以
上
の
方
で
、

平
成
24
年
12
月
31
日
時
点
で
障
が
い

が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
方

　
た
だ
し
、
②
、
③
に
当
て
は
ま
る
方

に
つ
い
て
は
、
市
が
審
査
し
て
交
付
す

る
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
に

よ
り
障
害
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
次
に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
交
付
さ
れ
た
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
は
、
確
定
申
告
の
際
に
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
障
が
い
者
の
場
合

○
申
請
方
法
　
平
成
25
年
1

月
以
降
新
た
に
発
行
さ
れ
た
、

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳
と
印
鑑
を
ご
持

参
の
上
、
福
祉
総
務
課
ま
た
は
各
支

所
に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
（
用

紙
は
窓
口
に
備
え
て
あ
り
ま
す
）

○
認
定
方
法
　
手
帳
を
申
請
し
た
と
き

の
診
断
書
・
意
見
書
、
診
断
日
、
療

育
手
帳
の
判
定
日
等
を
も
と
に
障
害

固
定
の
日
付
が
判
断
で
き
る
か
ど
う

か
審
査
・
判
定
し
ま
す
。
た
だ
し
、

診
断
書
等
の
内
容
に
よ
っ
て
は
交
付

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
福
祉
総
務
課
　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
3

▼
介
護
保
険
で
要
介
護
認
定
等
を
受
け

ら
れ
て
い
る
場
合

○
申
請
方
法
　
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、

介
護
保
険
課
ま
た
は
各
支
所
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
（
用
紙
は
窓
口
に

備
え
て
あ
り
ま
す
）

○
認
定
方
法
　
要
介
護
認
定
調
査
内
容

を
も
と
に
審
査
・
判
定
を
行
い
ま
す
。

た
だ
し
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
障
害

者
控
除
の
対
象
に
な
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。

■
問
合
せ
先

　
介
護
保
険
課
　
認
定
審
査
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
3

　
市
危
険
物
安
全
協
会
と
県
石
油
商
業

協
同
組
合
笛
吹
市
部
で
は
、
献
血
を
行

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
日
時
　
1
月
11
日
（
金
）

午
前
9
時
30
分
〜
正
午
、
お
よ
び
午

後
1
時
〜
3
時
30
分

▼
場
所
　
市
消
防
本
部

■
問
合
せ
先
　
市
消
防
本
部
　
予
防
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
1
1
9

　
こ
れ
ま
で
、
参
加
を
逃
し
て
し
ま
っ

た
人
も
、
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
。

・
背
中
の
後
ろ
で
両
手
が
組
め
な
い
（
片

方
は
上
か
ら
、
片
方
は
下
か
ら
ま
わ

し
ま
す
）
。

・
振
り
返
っ
て
後
ろ
が
見
え
に
く
い
。

・
座
っ
て
体
を
前
に
倒
す
と
お
腹
周
り

に
邪
魔
な
も
の
が
あ
る
。

　
こ
ん
な
項
目
が
あ
て
は
ま
る
と
き
に

は
、
体
が
か
た
く
な
っ
た
り
、
う
ま
く

使
え
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
体
を
や
わ

ら
か
く
す
る
運
動
の
方
法
を
分
か
り
や

す
く
お
話
し
ま
す
。

▼
対
象
　
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方
（
市

の
介
護
予
防
事
業
・
貯
筋
塾
参
加
者

は
除
く
）

▼
教
室
名
・
日
程
・
場
所

○
ピ
ー
チ
4
　
石
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
3
階
　
1
月
23
日
（
水
）・
30
日
（
水
）
、

2
月
6
日
（
水
）・
13
日
（
水
）・
20
日
（
水
）・

27
日
（
水
）

※
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
時
間
　
い
ず
れ
も
午
後
7
時
30
分
〜

9
時

▼
講
師
　
中
村
美
千
恵
氏

▼
持
ち
物
・
服
装

　
タ
オ
ル
、
お
茶
な
ど
の
水
分
、
運
動

の
で
き
る
服
装

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

高
齢
福
祉
課
　
高
齢
者
支
援
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

　
平
成
25
年
4
月
に
小
・
中
学
校
へ
入

進
学
す
る
児
童
が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭

に
、
市
か
ら
入
進
学
祝
金
と
し
て
、
児

童
1
人
に
つ
き
1
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

ま
た
、
県
か
ら
も
同
様
に
、
児
童
1
人

に
つ
き
1
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
25
年
1
月
1
日
現
在
、
次
の
要

件
に
い
ず
れ
も
当
て
は
ま
る
方
は
、
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
要
件

○
市
内
に
在
住
し
て
い
る
こ
と

○
4
月
に
県
内
の
小
・
中
学
校
（
特
別

支
援
学
校
を
含
む
）
へ
入
進
学
す
る

児
童
を
育
て
、
生
計
を
同
一
と
す
る

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
（
父
母
の
な
い

児
童
の
養
育
者
を
含
む
）

※
児
童
福
祉
施
設
（
母
子
生
活
支
援
施

設
を
含
む
）
に
入
所
中
の
児
童
並
び

に
里
親
に
委
託
中
の
児
童
は
除
く
。

○
生
活
保
護
の
受
給
世
帯
で
な
い
こ
と

○
県
制
度
の
申
請
に
つ
い
て
は
平
成
24

年
度
（
平
成
23
年
分
）
の
所
得
税
が

非
課
税
の
世
帯

▼
申
請
期
限
　
1
月
31
日
（
木
）

※
平
成
25
年
1
月
1
日
以
降
に
前
述
の

要
件
へ
当
て
は
ま
る
よ
う
に
な
っ
た

場
合
、
も
し
く
は
1
月
31
日
（
木
）
ま

で
に
申
請
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
3
月
29
日
（
金
）
ま
で
受
け
付
け

ま
す
。

▼
必
要
書
類
等

○
申
請
書

○
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
金
受
給

資
格
者
証
の
写
し
な
ど
資
格
を
証
明

す
る
書
類

○
印
鑑
　

※
申
請
用
紙
は
、
児
童
課
ま
た
は
各
支

所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

▼
提
出
先
　
児
童
課
ま
た
は
各
支
所

■
問
合
せ
先

児
童
課
　
児
童
家
庭
担
当
　

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
4

■問合せ先　健康づくり課�健康企画担当�☎055（261）1901

笛吹市の食材
ほうれん草

材　料（4人分）　ほうれん草（茹）…50g　水…450ml
砂糖…60g　卵白…1個　粉寒天…4g（またはアガー…10g）
茹で小豆…30g

【作り方】
①ほうれん草は茹でて冷水にとり、水けをしぼってフード
プロセッサに入れ、水100mlと共に液体を作る。
②卵白は角がたつほどの固さくらいまでしっかり泡だてる。
③残りの水350mlに粉寒天・砂糖を加え1分ほど煮て寒天液
を作る。
④寒天液を3つに分け、1つ目の寒天液に①と白ワインを入れ、
型に流しいれる。表面が少し固まってきたら、茹で小豆を
入れた2つ目の寒天液を流す。
⑤②の泡をつぶさないように残った寒天液を少しずつ混
ぜ合わせ、④に静かに流しいれる。
⑥あら熱が取れたら、冷蔵庫に入れ十分に冷やす。



　本庁舎耐震改修・石和保健福祉センター改修と

窓口サービスの充実のため、改修工事を行ってき

ましたが、1月21日（月）から業務場所が変更にな

ります。

　業務場所を変更する部署

○児童課　☎055(261)1904

○保育課　☎055(261)3355

　新旧業務場所

○旧業務場所　南館2階（笛吹市石和町市部809-1）

○新業務場所　石和保健福祉センター１階

　　　　　　　（笛吹市石和町市部800番地）

※ファックスはいずれも055(261)3330です。電

話番号・ファックス番号については、変更はあ

りません。

▼
▼

　
お
孫
さ
ん
と
楽
し
い
時
を
過
ご
す
た

め
に
お
得
な
情
報
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
他
の
参
加
者
の
方
と
の
、
お
し
ゃ

べ
り
タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象

○
お
孫
さ
ん
が
生
ま
れ
る
予
定
の
方

○
乳
幼
児
の
お
孫
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
方

▼
日
時
　
1
月
19
日
（
土
）

受
付
　
午
後
1
時
15
分
か
ら

開
催
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
1
0
0
0
円
（
ご
夫
婦
は

１
５
０
０
円
）

※
こ
の
講
座
は
、
市
地
域
振
興
促
進
助

成
事
業
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
N
P
O
法
人

H
a
p
p
y
�
S
p
a
c
e
�

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
2
1
8

　
金
銭
感
覚
が
身
に
つ
く
お
小
遣
い
の

あ
げ
方
か
ら
、
株
式
や
投
資
信
託
、
生

命
保
険
、
住
宅
ロ
ー
ン
ま
で
、
親
が
知

っ
て
お
き
た
い
金
融
の
基
礎
も
学
び
ま
す
。

▼
対
象
　
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
子
育

て
中
の
母
親

▼
日
時
　
1
月
16
日
（
水
）

�
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
一
宮
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

▼
講
師
　
宮
治
あ
や
の
氏
（
日
本
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
ズ
協
会

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）

▼
定
員
　
20
人
（
託
児
あ
り
…
先
着
12

人
、
要
予
約
、
1
人
5
0
0
円
）

▼
参
加
費
　
5
0
0
円

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
　
き
っ
ず
い
ち
の
み
や

�
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
1
3
4
5

　
き
っ
ず
い
ち
の
み
や
で
活
動
中
の
マ

ザ
ー
グ
ー
ス
サ
ー
ク
ル
（
英
語
で
あ
そ

ぼ
・
来
年
度
は
4
月
ス
タ
ー
ト
）
を
プ

チ
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
2
才
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者

▼
日
時
　
1
月
29
日
（
火
）

受
付
　
10
時
15
分
か
ら

開
催
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
集
会
室

▼
講
師
　
河
野
道
子
氏

▼
定
員
　
30
組
の
親
子
（
先
着
順
）

▼
持
ち
物
　
お
子
さ
ん
の
身
の
回
り
品
、

親
子
の
飲
み
物

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
き
っ
ず
い
ち
の
み
や
」

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
1
3
4
5

　
食
生
活
改
善
推
進
員
と
一
緒
に
お
父

さ
ん
だ
け
で
カ
レ
ー
ス
ー
プ
を
作
り
ま

す
。
料
理
を
作
っ
た
後
に
、
家
族
み
ん

な
で
作
っ
た
料
理
を
食
べ
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
親
子

※
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
お
子
さ
ん

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
1
月
19
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
1
時

▼
場
所
　
八
代
総
合
会
館
内
調
理
室

▼
定
員
　
12
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
2
0
0
円

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・

　
三
角
巾

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

　
例
年
、
確
定
申
告
期
間
中
の
平
日
は

毎
日
、
市
内
の
全
7
会
場
で
行
っ
て
い

た
相
談
受
付
業
務
に
つ
き
ま
し
て
、
合

理
化
・
集
約
化
の
た
め
次
の
と
お
り
相

談
受
付
期
間
の
変
更
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
石
和
会
場
を
除
く
す
べ
て
の
会
場
に

お
き
ま
し
て
、
相
談
受
付
期
間
を
限

定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場

に
お
越
し
に
な
る
際
に
は
、
各
会
場

の
相
談
受
付
期
間
を
ご
確
認
の
う
え

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

※
お
住
ま
い
の
町
に
関
係
な
く
、
各
会

場
の
相
談
受
付
期
間
で
あ
れ
ば
ど
ち

ら
の
会
場
で
も
受
付
は
可
能
で
す
。

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
税
務
課
　
市
民
税
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　「
住
宅
用
地
」
と
は
、
住
宅
を
維
持
し
、

ま
た
は
そ
の
効
用
を
果
た
す
た
め
に
使

用
さ
れ
て
い
る
土
地
の
こ
と
で
、
そ
の

税
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
課
税
標
準

の
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
次
に
該
当
す
る
土
地
を
所
有
す
る
方

は
、
こ
の
住
宅
用
地
の
特
例
措
置
に
関

連
し
、
1
月
1
日
現
在
の
土
地
の
利
用

状
況
な
ど
を
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
本
庁
ま
た
は
各
支
所
に
備
え

て
あ
る
「
住
宅
用
地
申
告
書
」
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
前
年
に
引
き
続
い
て
利
用

状
況
に
変
更
が
な
い
場
合
は
、
申
告
書

の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
申
告
が
必
要
な
住
宅
用
地

○
住
宅
の
利
用
状
況
に
変
更
が
あ
っ
た

土
地

・
住
宅
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊

し
、
そ
の
敷
地
が
住
宅
用
地
で
な
く

な
っ
た
場
合

※
賦
課
期
日
（
1
月
1
日
）
時
点
で
建

て
替
え
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
住

宅
用
地
と
し
て
取
り
扱
い
ま
す
。

・
事
務
所
、
店
舗
等
を
住
宅
に
改
築
ま

た
は
用
途
変
更
し
、
そ
の
敷
地
が
新

た
に
住
宅
用
地
に
な
っ
た
場
合

・
住
宅
を
事
務
所
・
店
舗
等
に
改
築
ま

た
は
用
途
変
更
し
、
そ
の
敷
地
が
住

宅
用
地
で
な
く
な
っ
た
場
合

○
災
害
に
あ
っ
た
土
地

・
災
害
に
よ
り
住
宅
が
滅
失
ま
た
は
損

壊
し
た
土
地
は
、
住
宅
が
再
建
さ
れ

て
い
な
く
て
も
、
一
定
の
要
件
に
該

当
す
れ
ば
2
年
間
に
限
り
住
宅
用
地

と
み
な
さ
れ
ま
す
。

▼
申
告
期
限
　
1
月
末
日

※
お
持
ち
の
土
地
に
特
例
措
置
が
適
用

さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
納
税
通

知
書
に
同
封
し
て
あ
る
課
税
明
細
書

に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
賦
課
期
日
に
お
い
て
新
た
な
住
宅
の

建
設
予
定
地
や
、
住
宅
を
建
設
中
の

土
地
は
、
原
則
と
し
て
住
宅
用
地
と

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
告
先
・
問
合
せ
先

税
務
課
　
資
産
税
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

ま
た
は
各
支
所

　
平
成
25
年
1
月
よ
り
原
動
機
付
自
転

車
（
50
㏄
以
下
）
の
標
識
の
交
付
に
つ

い
て
、
各
支
所
窓
口
で
は
市
独
自
標
識

（
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
）

の
み
の
交
付
と
な
り
ま
す
。
現
行
標
識

を
希
望
の
方
は
、
お
手
数
で
す
が
本
庁

舎
（
市
役
所
1
階
税
務
課
窓
口
）
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
現
行
標
識
に

つ
い
て
は
、
在
庫
が
な
く
な
る
ま
で
の

交
付
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
税
務
課
　
市
民
税
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

相談受付期間
（次の開催期間のみ
の受付となります）
受付時間はいずれ
も午前午前9時～11時、
午後1時～4時です。

2月18日（月）～
3月15日（金）
［2月24日（日）および3月
3日（日）は石和会場のみ
日曜受付も開催します］

2月18日（月）～3月
15日（金）の内に4
日間程度受付期間
を設けます。

2月18日（月）～
3月1日（金）

3月4日（月）～
3月15日（金）

会　場

石和会場
（南館1階大会
議室）

○芦川会場
　（芦川支所）

○一宮会場
　（一宮支所）
○八代会場
　（八代支所）

○御坂会場
　（御坂支所）
○境川会場
（市境川防災セ
ンター）
○春日居会場
　（春日居支所）



　設置期間　2月1日(金)～3月22日(金)
　(土・日・祝日を除く)
　開設時間　午前9時～午後5時
※混雑状況等により、締切時間を早めさせてい
ただく場合がありますので、ご了承ください。

◎期間中、税務署には申告書の作成会場はありませ
ん。
◎申告書提出のみの場合も、作成会場で受付を行っ
ています。
◎申告書作成会場には、納税窓口がありません。金
融機関等をご利用ください。
◎納税証明書が必要な場合は、確定申告書を提出す
る前に職員にお申し出ください。
　（税務署窓口での発行となります）

申
告
書
の
作
成
は
ご
自
分
で

　
確
定
申
告
期
間
中
、
申
告
書
作
成
会

場
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
確
定
申
告

書
は
、「
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」

な
ど
を
参
考
に
し
て
、
ご
自
分
で
作
成

し
、
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
確
定
申
告
書
を
手
書
き
で
作

成
さ
れ
る
場
合
は
、
枠
内
に
丁
寧
に
記

載
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
集
計
・

計
算
誤
り
が
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
税
務
署
で
は
、
行
政
コ
ス
ト
削
減
の

観
点
か
ら
青
色
決
算
書
用
紙
の
事
前
送

付
を
廃
止
し
、
確
定
申
告
書
用
紙
に
同

封
し
て
送
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
電
子
申
告
（e

-
T
a
x

）
や
「
確

定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用

い
た
だ
い
た
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
申

告
書
等
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
金
所
得
者
に
係
る
確
定
申
告
不
要

制
度
　
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０

万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
公
的
年
金

等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が

20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所
得

税
の
確
定
申
告
は
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
還
付
を
受

け
る
た
め
の
申
告
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
い
場

合
で
あ
っ
て
も
、
住
民
税
の
申
告
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

所
得
税
の
納
税
証
明
書
の
請
求

　
平
成
24
年
分
の
納
税
証
明
書
（
そ
の

2
…
所
得
金
額
用
）
の
交
付
は
、
提
出

さ
れ
た
申
告
書
を
も
と
に
発
行
し
ま
す
。

早
急
に
必
要
な
方
は
、
申
告
書
提
出
の

と
き
に
、
納
税
証
明
書
の
交
付
を
希
望

す
る
こ
と
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
申
告
書
を
提
出
し
て
し
ま
っ
た
後
で
、

納
税
証
明
書
を
申
請
さ
れ
た
場
合
、
交

付
ま
で
に
相
当
な
期
間
（
交
付
見
込
み

時
期
、
平
成
25
年
4
月
中
旬
頃
）
を
要

し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

『夢わーく山梨(勤労者福祉センター)』
（旧山梨市役所となり）

申告書はご自分で作成して提出はお早めに
平成24年分の申告の相談、申告書の提出お
よび納付は…

　所得税　2月18日（月）～3月15日（金）
※還付申告の方は、1月4日（金）からとなり
ます。

　贈与税　2月1日（金)�～�3月15日（金）

　個人事業者の消費税および地方消費税
　1�月4�日（金）～�4�月�1�日（月）
※土・日および祝日を除きます。
※申告書はe-Taxや郵便または信書便によ
る送付、税務署の時間外文書収受箱に投
函することで提出できます。

▼
▼
▼

夢わーく山梨（勤労者福祉センター）

旧山梨
市役所

新山梨
市役所申告書

作成会場

税務署
加
納
岩

病
院

〒 コンビニ

銀行

万力大橋

笛
吹
川

山梨市駅至甲府

Ｎ

市役所南

国
道
1
4
0
号（
雁
坂
み
ち
）

　画面の案内に従って金額等を入力すれば、
税額などが自動計算され、所得税、消費税
の申告書や青色決算書などを作成できます。
作成した申告書等は、プリンタを使って印
刷した「書面」により、税務署に提出でき
ます。

最
寄
の
指
導
・
相
談
会
場
の
お
知

ら
せ
　
ご
利
用
の
際
に
は
、
税
務
署
か
ら
送

ら
れ
た
申
告
書
や
収
支
内
訳
書
の
ほ
か
、

前
年
申
告
し
た
控
、
源
泉
徴
収
票
、
各

種
控
除
の
証
明
書
、
印
鑑
な
ど
を
忘
れ

ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　「確定申告書等作成コーナー」でe-Tax用のデータを作成して、電子申告(e-Tax)をすることも
できます。

※パソコンの環境などにより、ご利用いただけないことがあります。

１月25日（金）
山梨市役所西館５階502会議室
（山梨市小原西843）

○午前10時～正午
　受付は午前11時30分まで
○午後１時～４時
　受付は午後３時30分まで

○午前10時～正午
　受付は午前11時30分まで
○午後１時～４時
　受付は午後３時30分まで

開催月日 会　　　場

開催月日 会　　　場

受付時間

１月23日（水）

１月24日（木）

甲州市役所２階第1会議室
（甲州市塩山上於曽1085-1）

スコレーセンター１階集会室

※確定申告書の作成方法等の不明な点を税理士がお答えします。
※相談会場では、先着順に案内しますので、混雑している場合は相談会場でお待ちいた
だくことがあります。
※午前中は大変混雑することが予想されますので、午後からの御利用をお勧めします。
※正午から午後１時の間は、指導員の昼休み時間のため、申告書の作成指導等は行いま
せんので、あらかじめご了承ください。
※事業・農業所得および土地・建物・株式などの譲渡所得のある方を除きます。

※小規模納税者の方の所得
税および消費税、年金受
給者および給与所得者の
方の所得税の申告を対象
（土地・建物・株式など
の譲渡所得のある方を除
きます）としています。

２月18日（月）
２月19日（火)

２月20日（水）
２月21日（木)

２月26日（火)

甲州市役所２階第１会議室
（甲州市塩山上於曽1085-1）

笛吹市役所南館3階第1会議室

山梨市役所西館2階203会議室
（山梨市小原西843）

相談時間

①最高３,000�円の税額控除

　平成24年分所得税の確定申告を本人の電子
署名および電子証明書を付して、申告期限内
にe-Taxで行うと、所得税額から最高3,000
円の控除を受けることができます。
※平成19年分から平成23年分の確定申告で本
控除の適用を受けた方は受けられません。

③還付金がスピーディー

　e-Taxで申告された還付申告は早期処理し
ています。（３週間程度に短縮）

②添付書類を提出省略

　所得税の確定申告をe-Taxで行う場合、医
療費の領収書や源泉徴収票等は、その記載内
容を入力して送信することにより、提出また
は提示を省略することができます。(確定申告
期限から５年間、書類の提出または提示を求
められることがあります）

e-Taxの利用に際しては、開始届出書の提
出、電子証明書の取得（手数料が必要です）、
ＩＣカードリーダライタの購入などの事前
準備が必要です。

※電子証明書の有効期間は発効日から３年間です。既に「e-Tax」をご利用されている方で、
取得後３年が経過する、あるいはした方におかれましては、各市役所（住民登録係）にお
いて更新手続きが必要となります。詳しくは国税庁ホームページまたはe-Taxホームページ
をご覧ください。

国税庁ホームページアドレス　http://www.nta.go.jp
ｅ－Ｔａｘホームページアドレス　http://www.e-tax.nta.go.jp

■問合せ先　山梨税務署　☎�0553（22）1411



　
冷
え
込
み
が
厳
し
い
時
は
、
「
ヒ
ー

タ
ー
線
の
使
用
」
「
不
凍
栓
に
よ
る
水

抜
き
」
な
ど
が
水
道
管
の
破
損
や
凍
結

防
止
に
効
果
的
で
す
。
な
お
、
年
末
・

年
始
の
水
道
管
破
損
な
ど
の
修
理
は
、

水
道
工
事
指
定
店
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
水
道
課
　
維
持
担
当

☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
6

【
年
末
年
始
期
間
　
市
役
所
日
直

☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1
】

　
剪
定
枝
や
枯
れ
草
な
ど
の
野
焼
き
に

関
す
る
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
廃
棄
物
の
野
外
焼
却
は
、
法
律
に
よ

り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
農
林
業
を

営
む
上
で
や
む
を
得
な
い
も
の
等
（
剪

定
枝
な
ど
）
の
焼
却
は
、
野
外
焼
却
禁

止
の
例
外
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
か
ら

と
い
っ
て
近
隣
に
配
慮
せ
ず
焼
却
す
る

と
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
煙
で
迷

惑
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

や
む
を
得
ず
剪
定
枝
等
を
焼
却
す
る

場
合
　
次
の
点
に
注
意
し
、
近
隣
の
生
活
環

境
に
十
分
配
慮
し
て
迷
惑
が
か
か
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
住
宅
周
辺
で
の
野
焼
き
は
で
き
る
だ

け
行
わ
な
い
。

▼
周
辺
に
住
宅
が
な
く
て
も
、
風
の
無

い
日
に
行
う
。

▼
少
量
ず
つ
焼
却
し
、
煙
の
出
な
い
よ

う
な
工
夫
を
す
る
。
�

▼
近
隣
に
迷
惑
が
か
か
り
そ
う
な
場
合

は
、
野
焼
き
を
行
う
前
に
一
言
声
を

か
け
る
。

畑
の
管
理
に
つ
い
て
の
お
願
い

　
最
近
、
は
み
出
し
た
枝
に
よ
っ
て
歩

道
が
狭
く
な
っ
た
り
、
枝
が
つ
っ
か
え

て
通
行
の
妨
げ
と
な
り
迷
惑
し
て
い
る

と
い
う
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
も
現
地
を
確
認
し
所
有
者
の
方

に
枝
の
伐
採
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
も
ご
自
身
の
畑
を

確
認
し
、
枝
等
が
道
路
に
は
み
出
さ
な

い
よ
う
畑
の
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、

毎
年
選
挙
権
の
あ
る
方
の
「
選
挙
人
名

簿
登
載
申
請
書
」
に
基
づ
き
調
製
さ
れ

ま
す
。

　
該
当
す
る
世
帯
に
は
、
農
業
委
員
会

よ
り
「
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」
が

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
1
月
10
日
（
木
）
ま
で
に
同
封

の
返
信
用
封
筒
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
該
当
す
る
世
帯
で
申
請
書
が
届
か
な

い
場
合
は
、
農
業
委
員
会
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
選
挙
人
名
簿
の
調
製
は
、
申

請
主
義
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
申
請

漏
れ
が
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
選
挙
権
が
あ
る
方
　
市
内
に
住
所
を

有
す
る
方
で
、
次
の
項
目
に
該
当
す

る
満
20
歳
以
上
（
平
成
25
年
3
月
31

日
現
在
）
の
方

①
所
有
権
、
賃
借
権
等
適
法
な
権
限
に

基
づ
き
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
の
耕

作
の
業
務
を
営
む
方

②�

①
の
者
と
同
居
の
親
族
・
配
偶
者
で

年
間
概
ね
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し

て
い
る
方

■
問
合
せ
先
　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
届
い
た
方
で
、

確
認
の
仕
方
や
記
入
の
仕
方
が
分
か
ら

な
い
方
や
内
容
に
疑
問
の
あ
る
方
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の
相
談

も
引
き
続
き
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

○
1
月
16
日
（
水
）
市
役
所
本
庁
3
階
　

会
議
室

○
2
月
20
日
（
水
）
八
代
支
所

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時
〜
正
午
、

午
後
1
時
〜
4
時

▼
持
ち
物
　
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
年
金

手
帳
な
ど

※
そ
の
他
、
参
考
に
な
り
そ
う
な
物
が

あ
り
ま
し
た
ら
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

〇
国
民
健
康
保
険
課
　
高
齢
者
医
療
・

年
金
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

〇
甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
0
5
5
（
2
5
2
）
1
4
3
1

（有）宮下設備

055-262-7097

（有）タナカ設備

055-262-4873

（有）ツチヤ設備

055-261-6106

（有）石倉工業

055-265-3764

石原設備

055-265-2393

協和住建（株）

055-262-2393

当番日

12月29日（土）

30日（日）

31日（月）

1月1日（火）

2日（水）

3日（木）

会社名・電話番号
（有）浅川住宅設備

055-262-8924

（有）中村設備

055-262-5349

（有）椚設備

055-265-3707

（有）佐野工業所

055-262-2523

古屋設備

055-263-3854

（有）松山興業

055-262-5621

▼年末・年始水道当番表▼
日
時
・
場
所

○
1
月
11
日
（
金
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
1
月
20
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

（
両
日
と
も
受
付
は
4
時
ま
で
）

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
・
Ｌ
版
写

真
2
枚
・
独
身
証
明
書
・
身
分
証
明

書
の
写
し
が
必
要
で
す
。

※
他
市
町
主
催
の
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー

情
報
を
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支

援
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支
援
サ
イ

ト
『
よ
っ
ち
ゃ
ば
る
ネ
ッ
ト
』

h
ttp
s:/
/
o
p
e
n
c
ity
.jp
/
fu
e
fu
k
i/

・
携
帯
サ
イ
ト

※
市
結
婚
相
談
員
は
、
電
話
で
相
談
所

登
録
者
以
外
の
方
に
結
婚
適
齢
者
の

情
報
を
聞
き
だ
す
こ
と
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
市
結
婚
相
談

員
を
装
う
電
話
が
あ
っ
て
も
、
情
報

を
提
供
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

▼
日
時
　
1
月
16
日
（
水
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
会
場
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ

▼
相
談
時
間
　
1
人
　
30
分
以
内

▼
相
談
員
　
網
倉
義
久
氏
（
司
法
書
士
）

▼
持
ち
物
　
借
入
先
や
借
入
金
額
、
収

入
等
が
分
か
る
資
料

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
1
月
13
日
は
シ
ス
テ
ム
更
新
作
業
の

た
め
、
日
曜
窓
口
業
務
を
お
休
み
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

h
ttp
s
:/
/
o
p
e
n
c
ity
.jp
/
fu
e
fu
k
i

/
m
o
b
ile
/
m
o
b
ile
.js
p

　相談内容・相談対応者
○専門家への相談�……………………�弁護士・司法書士
○相談員への相談
　心配ごと（福祉関係）相談�………�民生委員・児童委員
　人権相談�……………………………�人権擁護委員
　行政相談（行政機関について）�…�行政相談委員
　消費生活相談�………………………�消費生活相談員
※原則として、当日の相談員は同席の上、それぞれの専門分野からのアドバイスを行います。

できる限り事前にご予約ください。
予約数に空きがあれば当日でも受け付けます。
予約は、次の社会福祉協議会本所・各地域事
務所どちらでも結構です。

毎日の暮らしの中での問題についてご相談く
ださい。相談は無料で、相談者の秘密は固く守
られます。

芦川町ふれあいプラザ

スコレーパリオ

御坂福祉センター

一宮保健センター

八代福祉センター

坊ケ峯ふれあいセンター

春日居福祉会館

1月23日（水）

2月27日（水）

3月27日（水）

2月21日（木）

1月16日（水）

3月19日（火）

2月13日（水）

1月10日（木）

3月14日（木）

2月5日（火）

2月7日（木）

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員・消費生活相談員

民生委員・司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・弁護士・人権擁護委員・行政相談委員・消費生活相談員

司法書士・人権擁護委員・行政相談委員

民生委員・人権擁護委員

開設場所 日　　時 時　　間 相　談　員

午後1時30分
～3時30分

■問合せ先　　笛吹市社会福祉協議会　　　同　石和地域事務所　　　同　御坂地域事務所　　　同　一宮地域事務所
☎055（265）5182　　　　　�☎055（262）1267　　　　�☎055（263）0848　　　　�☎0553（47）2288

同　八代地域事務所　　　　同　境川地域事務所　　　同　春日居地域事務所　　同　芦川地域事務所
☎055（265）2240　　　　　�☎055（266）5911　　　　�☎0553（26）3667　　　　�☎055（298）2170



NHK甲府放送局
放送部長　藤田明史

「全国個人視聴率調査」実施のた
めの対象者抽出

石和町小石和
明治～平成17年生まれの人

一般社団法人�中央調査社
会長　西澤豊

「全国個人視聴率調査」実施のた
めの対象者抽出

石和町唐柏　55歳以上の男女

山梨県青少年総合対策本部長
山梨県知事　横内正明

「高齢者の健康に関する意識調査」
実施のための対象者抽出

市内全域　18歳～30歳までの男女

一般社団法人�中央調査社
会長　西澤豊

「青少年の生活意識調査」実施の
ための対象者抽出

石和町下平井　大正9年9月～昭和
27年8月生まれの男女

公益財団法人�山梨総合研究所
理事長　渡邉利夫

「第8回長寿社会における中高年
者の暮らし方の調査」実施のた
めの対象者抽出

市内全域　20歳以上の男女

一般社団法人�中央調査社
会長　中田正博

「県民意識調査」実施のための対
象者抽出

石和町小石和、唐柏
15歳～79歳の男女

社団法人�新情報センター
事務局長　平谷伸次

「日常生活に関するアンケート
調査」実施のための対象者抽出

御坂町二之宮　16歳～79歳の男女

株式会社�サーベイリサーチセンター
代表取締役　藤澤士朗

「読書についてのアンケート」実
施のための対象者抽出

市内全域　20歳以上の男女

NHK甲府放送局
放送部長　栗生田修彦

「富士川の河川環境整備に関するアン
ケート調査」実施のための対象者抽出

八代町南・石和町小石和
明治～平成17年生まれの人

「地域の絆と健康に関する調査」
実施のための対象者抽出

石和町市部、中川、唐柏、井戸・御坂町井
之上・一宮町北都塚、東新居・八代町高家・
境川町大坪・春日居町徳条　昭和7年3月
～昭和47年2月生まれの男女

一般社団法人�中央調査社
会長　中田正博

「生活の質に関する調査」実施の
ための対象者抽出

御坂町下野原　15歳以上の男女
社団法人�新情報センター

事務局長　平谷伸次

「いきいきライフのための活動
調査」実施のための対象者抽出

八代町南、北　昭和2年4月～昭和
22年3月生まれの男女

一般社団法人�中央調査社
会長　中田正博

「メディア利用の生活時間調査
2012」実施のための対象者抽出

石和町山崎　10歳～69歳の男女
株式会社�日本リサーチセンター

代表取締役社長　鈴木稲博

株式会社　流通研究所
代表取締役　剱持雅幸

「人権に関する県民意識調査」実
施のための対象者抽出

市内全域　20歳以上の男女

順天堂大学
学長　楠英紀

平成元年実施「生活習慣病調査」
対象者追跡調査のため

春日居町全域

株式会社�サーベイリサーチセンター
代表取締役　藤澤士朗

「テレビ放送に関するアンケート」
実施のための対象者抽出

石和町下平井、砂原・御坂町井之上・一宮
町竹原田、田中・八代町増利、南　16歳以
上の男女

株式会社�ビデオリサーチ
代表取締役社長　若杉五馬

「全国たばこ喫煙者率調査」実施
のための対象者抽出

石和町井戸　大正11年5月～平成4
年4月生まれの男女

株式会社�帝国データバンク
甲府支店　支店長　長谷川徹

「県民健康づくり実践状況調査」
実施のための対象者抽出

市内全域　20歳以上の男女

株式会社�日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木稲博

9月13日

9月5日

8月16日

8月9日

7月3日

6月21日

6月5日

5月24日

5月9日

3月7日

2月22日

2月16日

2月1日

1月25日

12月27・28日・平
成24年2月16・
17日

12月28日

12月20日

12月8日

12月7日
「生活意識に関するアンケート
調査」実施のための対象者抽出

石和町広瀬　20歳以上の男女

内閣府政策統括官付
参事官　原口剛

国立大学法人東京大学　高齢社会総合
研究機構長　鎌田実：地方独立行政法
人東京都健康長寿医療センター　理事
長　松下正明

山梨県知事　横内正明

株式会社�野村総合研究所
コンサルティング部長　西川義昭

社団法人�家の光協会
会長　園田俊宏

国土交通省関東地方整備局
甲府河川国道事務所長　矢崎剛吉

国立大学法人信州大学
人文学部長　渡邊　秀夫

内閣府経済社会総合研究所
所長　小野善康

地方独立行政法人東京都健康長寿医療
センター

理事長　松下正明

NHK放送文化研究所
世論調査部長　塩田幸司

山梨県知事　横内正明

日本放送協会
営業局長　畑中富雄

日本たばこ産業株式会社
たばこ事業本部

情報部長　田中康司

山梨県知事　横内正明

日本銀行�情報サービス局
局長　鮎瀬典夫

申請者（代表者または管理者）閲覧年月日 利用目的の概要 閲覧に係る住民の範囲 委託者

平
成
24
年

平
成
23
年

住民基本台帳法の規定に基づいて、住民基本
台帳の一部の写しの閲覧状況を公表します。

■問合せ先　戸籍住民課　住民記録担当　☎�055(262)4111

　
県
警
察
で
は
、
事
件
・
事
故
な
ど
緊

急
事
案
の
早
期
解
決
を
目
的
と
し
て

（
1
）
い
ち
早
く

（
1
）
い
そ
が
ず
あ
わ
て
ず

（
0
）
冷
静
に

　
を
合
い
言
葉
に
、
県
民
の
皆
さ
ん
に

広
く
一
一
〇
番
通
報
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
一
一
〇
番
通
報
は
、

携
帯
電
話
、
一
般
加
入
電
話
な
ど
か
ら

「
１
１
０
」
と
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
、
県

内
ど
こ
か
ら
で
も
県
警
察
本
部
の
通
信

指
令
課
に
つ
な
が
り
ま
す
。
通
信
指
令

課
で
は
、
担
当
の
警
察
官
が
、

　
「
い
つ
」
「
何
処
で
」
「
何
が
」
「
犯
人

は
」
「
負
傷
者
は
」
「
あ
な
た
の
住
所
、

氏
名
」

　
な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
の
で
、
落
ち

着
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

　
一
一
〇
番
は
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
で
す
。

　
緊
急
性
の
な
い
一
一
〇
番
通
報
は
、

真
に
緊
急
性
の
あ
る
一
一
〇
番
通
報
に

対
す
る
対
応
の
支
障
と

な
り
ま
す
。
一
一
〇
番

通
報
の
適
切
な
ご
利
用

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
笛
吹
警
察
署
　
地
域
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
0
1
1
0

（金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

笛吹市立芦川小学校屋内運動場建設工事実施設計業務委託

駅前地内用水路測量設計業務委託

笛吹市管内直営公園緊急維持修繕業務委託（2）

林道維持管理業務委託（その2）

農業用施設緊急補修業務委託（6工区）

舗装本復旧工事第5工区（御坂）

舗装本復旧工事第6工区（一宮）

笛吹市営石和上平井第一団地修繕工事

藤原邸外構・トイレ整備工事

市道5262号線側溝改修工事

市道1139号線側溝改修工事

御坂浄水場一次造成工事

油川川改修工事1工区

御坂浄水場導水管布設工事

下野原地内配水管布設工事

配水管布設工事

境川総合会館受変電設備等更新工事

石和東小学校教室空調設備設置工事

一宮南小学校教室空調設備設置工事

境川小学校教室空調設備設置工事

御坂中学校教室空調設備設置工事

石和南小学校教室空調設備設置工事

石和北小学校教室空調設備設置工事

富士見小学校教室空調設備設置工事

御坂西小学校教室空調設備設置工事

八代小学校教室空調設備設置工事

春日居小学校教室空調設備設置工事

送・配水管布設工事（境川3工区）

御坂学校給食共同調理場食器購入

下水道管路清掃業務委託（宮-4処理分区）

配水管布設替実施設計業務委託（春日居・一宮）

竹居農道改良測量設計用地調査業務委託

石和温泉駅北口配水管布設替工事（4工区）

下水道関連配水管布設工事（二之宮1工区）

下水道関連配水管布設工事（二之宮2工区）

大野寺地内配水管布設工事

石和温泉駅前横断防止柵設置工事

下水道管渠布設工事第3工区（石和）

下水道管渠布設工事第11工区（一宮）

笛吹市立石和中学校校舎等改築改修実施設計業務委託

林道鶯宿中芦川線（鶯宿工区）開設工事

八代加工センター屋根等塗装改修工事

みさかの湯��塩サウナ他電気設備改修工事

なごみの湯��空調自動制御機器不良交換工事

春日居地内道路舗装工事

笛吹市営八代三反田団地修繕工事

北都塚地内水路改修工事

下水道管渠布設工事第13工区（御坂）

下水道管渠布設工事第8-1工区（御坂）

下水道管渠布設工事第8-2工区（御坂）

市道1-13号線（旧石和13号線）笛吹川左岸地盤改良工事（1工区）

芦川町中芦川

石和町松本

　市内

御坂町・境川町・芦川町

八代町・境川町・芦川町

御坂町八千蔵

一宮町一ノ宮

石和町上平井

芦川町上芦川

境川町石橋

石和町下平井

御坂町下黒駒

石和町東油川

御坂町下黒駒

御坂町下野原

境川町

境川町三椚

石和町中川

一宮町土塚

境川町小黒坂

御坂町下野原

石和町市部

石和町松本

石和町今井

御坂町夏目原

八代町岡

春日居町桑戸

八代町

御坂学校給食共同調理場

石和町井戸・東油川・市部

一宮町坪井、竹原田

春日居町・一宮町

御坂町竹居・十郎

石和町松本

御坂町二之宮

御坂町二之宮

御坂町大野寺

石和町松本

石和町河内

一宮町塩田

石和町小石和

芦川町中芦川

八代町米倉

御坂町成田（みさかの湯）

石和町下平井（石和なごみの湯）

春日居町国府・桑戸

八代町米倉

一宮町北都塚

御坂町井之上

御坂町二之宮

御坂町二之宮

石和町砂原

¥8,800,000

¥6,700,000

¥1,250,000

-

¥5,900,000

¥4,500,000

¥4,300,000

¥13,000,000

-

¥3,300,000

¥6,400,000

¥18,000,000

¥40,000,000

-

¥8,600,000

¥11,600,000

¥10,000,000

¥24,700,000

¥15,500,000

¥26,000,000

¥27,000,000

¥30,000,000

¥32,000,000

¥41,000,000

¥53,000,000

¥42,000,000

¥36,000,000

¥46,000,000

¥1,900,000

¥8,000,000

¥9,000,000

-

¥7,800,000

¥3,100,000

¥11,500,000

¥5,100,000

¥9,600,000

¥1,500,000

¥17,000,000

¥32,000,000

¥64,000,000

¥65,000,000

¥3,300,000

-

¥1,470,000

¥5,300,000

¥14,000,000

¥4,400,000

¥5,000,000

¥11,000,000

¥10,000,000

¥88,000,000

（株）カワイ

（株）小越建設

不調

（株）上組

（株）飯塚工業

（株）MUKAI

（株）中村工務店

不調

（有）笛南興業

（株）上組

（株）上野建工

（株）芦沢組土木

不調

（有）宮下設備

石原設備

（株）滝沢電気

（有）浅川住宅設備

（有）浅川住宅設備

（有）中村住電設備

（有）ツチヤ設備

（有）佐野工業所

（有）佐野工業所

（株）有電

（有）東陽プロテック

（株）真栄電気

（有）佐野工業所

（有）椚設備

（株）日新厨房企画

（株）天一サービス石和営業所

（株）山梨環境サービス

不調

（株）理工エンジニアリング

（有）浅川住宅設備

（有）松山興業

古屋設備

（有）石倉興業

（株）小越建設

（有）松山興業

友愛工業（株）

（株）芦沢組土木

梶原塗装工業

不調

（株）佐野緑化土木

（株）日昇建設

（有）住まいの高野

（有）桃李

（株）オリオン

（株）地場工務店

（株）上野建工

風間興業（株）

¥8,800,000

¥4,360,000

¥1,000,000

－

¥4,100,000

¥4,300,000

¥4,300,000

¥9,327,290

－

¥3,080,000

¥5,900,000

¥17,200,000

¥37,500,000

－

¥8,500,000

¥11,000,000

¥8,800,000

¥19,980,000

¥12,770,000

¥22,220,000

¥19,850,000

¥23,980,000

¥26,700,000

¥35,000,000

¥41,800,000

¥33,880,000

¥29,000,000

¥45,400,000

¥1,792,830

¥7,450,000

¥8,410,000

－

¥7,180,000

¥2,550,000

¥9,500,000

¥5,000,000

¥9,500,000

¥1,500,000

¥14,000,000

¥25,200,000

¥63,000,000

¥57,800,000

¥2,397,950

－

¥1,320,000

¥5,200,000

¥10,000,000

¥3,660,000

¥4,400,000

¥9,600,000

¥8,590,000

¥75,000,000

平成24年10月30日
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平成24年10月30日※

平成24年11月6日

〃
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〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成24年11月6日☆

平成24年11月6日

〃

平成24年11月20日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成24年11月27日

下水道管路清掃業務委託（石-7・石-11-2・
石-12-2・石-13処理分区）

（株）アメニティー宮下
建築設計

天野建築設計事務所・佐野建築設計事務所　笛吹市立
石和中学校校舎等改築改修実施設計業務委託共同企業体



■問合せ先　生涯学習課　生涯学習コーディネーター　☎�055（261）3339

　一宮町東原地区の第18回公民館祭りの中でスコニティ講座「藤原緋沙子氏講演

会」が開催されました。

　東原地区では、毎年公民館祭りの中で歴史、

防災、文化講演など様々なジャンルの講座を区民に提供し

地域の交流、情報発信に努めています。

　今回は、「暴れん坊将軍」や「はぐれ刑事純情派シリーズ」

の脚本でおなじみ、現在は歴史小説家として著名な春日居

町在住の藤原緋沙子氏をお招きしました。春日居町へ住む

に至る経緯や山梨県とりわけ笛吹市に対する思い、自身の

シナリオライターから小説家へ転身するきっかけ、そして

歴史小説家としてのポリシーを貫くための膨大な資料の検

証など執筆活動の裏側のご様子を語られました。特に過去

から現在執筆中の小説のお話は大変興味深いもので、「切り

絵図屋清七シリーズ」では、石和町の人物を登場させるな

ど藤原緋沙子氏の笛吹市への愛情が感じられ、和やかで楽

しい講演会でした。

　市教育委員会では、今回のような各地区の公民館において、

区民の交流・学習の場として、行政区および区民の皆さん

が企画、運営する教室、講演会等に対して助言や講師料の

一部を補助する制度「地域コミュニティ（スコニティ）講

座事業」を実施していますので、ご活用ください。 講演する藤原緋沙子さん

藤原さんの作品群

　調停委員の加賀美武春さんが多年にわたる

功績から最高裁判所長官表彰

を受賞しました。

　調停委員は、調停に一般市

民の良識を反映させるため、

社会生活上の豊富な知識経験

や専門的な知識を持つ方の中

から選ばれています。

　（財）明るい選挙推進協会が主催する『平成

24年度明るい選挙啓発ポスター

コンクール』において八代小

６年雨宮観音さんの作品が山

梨県選挙管理委員会委員長賞

を受賞しました。また、優秀

校として御坂西小学校が表彰

されました。
雨宮さんの作品

あめみや かんね

　
県
内
の
様
々
な
飾
り
物
や
、
江
戸
時

代
の
道
祖
神
祭
り
で
用
い
ら
れ
た
「
幕

絵
」
や
、
古
文
書
等
、
貴
重
な
資
料
を

通
じ
て
、
道
祖
神
信
仰
の
歴
史
と
祭
り

の
多
様
性
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
日
時
　
1
月
2
日
（
水
）
〜
28
日
（
月
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
火
曜
日
休

館
）
（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

▼
会
場
　
企
画
展
示
室

▼
観
覧
料

○
一
般
　
　
　
　
　
5
0
0
円

○
高
校
・
大
学
生
　
2
1
0
円

○
小
・
中
学
生
　
　
1
0
0
円

　　
お
正
月
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
申
し
込
み
不
要
。
内
容
に
よ
り
観

覧
券
ま
た
は
材
料
費
が
必
要
で
す
。

▼
日
時
　
1
月
2
日
（
水
）
・
3
日
（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
3
時

▼
会
場
　
体
験
学
習
室
ほ
か

　
は
じ
め
て
古
文
書
を
学
ぶ
方
の
た
め

の
初
級
編
で
す
。

▼
日
時
　
1
月
12
日
（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時

▼
会
場
　
生
涯
学
習
室
（
事
前
の
申
し

込
み
必
要
・
聴
講
無
料
）

　
当
館
学
芸
員
に
よ
る
歴
史
を
楽
し
く

学
べ
る
講
座
で
す
。

▼
日
時
　
1
月
14
日
（
月
・
祝
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
会
場
　
生
涯
学
習
室
（
申
し
込
み
不

要
・
聴
講
無
料
）

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
6
3
1

身延町三沢大草のオヤマカザリ

　
次
の
期
間
を
休
業
し
ま
す
。

▼
年
始
休
業

　
新
年
は
1
月
8
日
（
火
）
ま
で
休

業
、
1
月
9
日
（
水
）
よ
り
通
常
開

館
と
な
り
ま
す
。

▼
正
月
特
別
開
館

　
休
館
中
の
1
月
2
日
（
水
）
・
3

日
（
木
）
に
正
月
特
別
開
館
を
行
い

ま
す
。

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

　
凧
作
り
（
3
0
0
円
）
、
独
楽
回

し
、
羽
子
つ
き
の
お
い
羽
根
づ
く

り
（
無
料
）
な
ど
も
計
画
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
博
物
館
ま
で
足

を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
「
縄
文
土
器
に
み
る
匠
の
技
」
を

テ
ー
マ
に
、
釈
迦
堂
人
の
土
器
づ
く

り
の
卓
越
し
た
技
を
紹
介
す
る
展
示

を
行
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
県
内
で

発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
遺
跡
を
パ
ネ

ル
で
紹
介
す
る
「
山
梨
の
遺
跡
２
０

１
１
」
の
巡
回
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し

ま
す
。

▼
期
間
1
月
19
日
（
土
）
〜
2
月
24
日
（
日
）

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
利
用
券
提

示
で
、
本
人
と
同
伴
の
家
族
が
入
館

無
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
釈
迦
堂
ふ

ぁ
ん
ク
ラ
ブ
会
員
（
年
会
費
１
０
０

０
円
）
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
釈
迦

堂
を
お
気
に
入
り
の
場
所
と
し
て
楽

し
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
館
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌

日
（
土
・
日
除
く
）

▼
入
館
料

○
一
般
・
大
学
生
　
2
0
0
円

○
小
中
高
生
　
　
　
1
0
0
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３
（
４
７
）
３
３
３
３

　
本
校
で
は
一
人
一
人
を
よ
り
よ
い
大

人
に
育
て
よ
う
と
、
第
一
に
生
徒
を
取

り
巻
く
環
境
に
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

第
二
に
、
み
・
見
て
、
か
・
感
じ
て
、

た
・
他
者
の
為
に
動
く
こ
と
が
で
き
る

「
協
同
の
教
育
」
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
ま
ず
、
心
の

琴
線
に
触
れ
る
言
葉
の

シ
ャ
ワ
ー
を
と
『
言
語

環
境
』
を
整
備
し
て
い

ま
す
。（
写
真
①
②
③
④
）

　
学
力
向
上
の
取
り
組

み
で
は
、
各
教
科
の
授

業
で
身
に
付
け
た
知
識
・

技
能
の
活
用
場
面
と
、
個
々

が
も
っ
た
考
え
を
交
流

し
て
予
想
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
場
面
を

位
置
付
け
、
そ
の
予
想

を
確
か
め
る
こ
と
で
『
わ

か
っ
た
!
で
き
た
』
と

い
う
喜
び
を
味
わ

わ
せ
る
授
業
づ
く

り
・
教
育
実
践
を

重
ね
て
い
ま
す
。



表彰状と楯を受け取る雨宮観音さん

栃木県足利市名草公民
館に掲示された園児の
絵手紙

運動会の開会式で一斉に
飛ばされる150個の風船

　
10
月
6
日
に
石
和
第
三
保
育
所

の
運
動
会
で
飛
ば
し
た
風
船
が
、

そ
の
日
の
夕
方
、
栃
木
県
ま
で
届
き
、

そ
の
後
、
拾
わ
れ
た
方
々
と
手
紙

の
交
換
を
す
る
な
ど
の
交
流
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
子
ど
も
た

ち
の
夢
と
希
望
を
乗
せ
て
、
そ
し
て
、

風
船
に
付
け
た
朝
顔
の
種
が
遠
い

地
で
め
ぶ
い
て
く
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
当
日
、
午
前
9
時
に
飛
ば
し
た

風
船
の
到
着
を
告
げ
る
連
絡
が
、

早
い
も
の
で
昼
過
ぎ
か
ら
入
り
、

合
計
で
4
件
（
全
て
栃
木
県
）
に

も
及
び
ま
し
た
。

　
11
月
9
日
、
市
消
防
本
部
で
「
防

火
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
防
火
意

識
の
高
揚
を
目
的
に
、
全
国
秋
季

火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
、
市
内
の
小
学
校

児
童
か
ら
作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、
「
消
す
ま
で
は

　
出
な
い
　
行
か
な
い
　
離
れ
な

い
」
の
標
語
を
入
れ
た
防
火
ポ
ス

タ
ー
や
、
思
い
思
い
の
防
火
図
画

を
画
用
紙
い
っ
ぱ
い
に
描
き
ま
し

た
。
　
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
部
と
図
画
の

部
を
合
わ
せ
て
4
0
3
点
の
応
募

が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
防
火
ポ

ス
タ
ー
の
部
は
25
人
、
防
火
図
画

の
部
に
は
8
人
が
入
選
し
ま
し
た
。

上
位
入
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

▼
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
部

○
最
優
秀
賞
　

　
雨
宮
観
音
（
八
代
小
6
年
）

○
消
防
長
賞
　

　
別
府
舞
花
（
石
和
西
小
4
年
）

○
審
査
員
特
別
賞
　

　
若
杉
　
凛
（
一
宮
西
小
6
年
）

○
優
秀
賞
　
他
　
22
人

▼
防
火
図
画
の
部

○
最
優
秀
賞
　

　
深
草
勇
次
（
御
坂
東
小
4
年
）

○
消
防
署
長
賞
　

　
落
合
　
翼
（
境
川
小
2
年
）

○
優
秀
賞
　
他
　
6
人

　
11
月
9
日
、
市
消
防
本
部
に
お

い
て
、
市
消
防
本
部
消
防
長
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ

た
の
は
、
土
屋
多
寿
子
さ
ん
（
山

梨
市
）
、
堀
口
み
よ
子
さ
ん
、
天

野
公
喜
さ
ん
、
天
野
幸
江
さ
ん
（
石

和
町
）
。

　
4
人
は
、
8
月
26
日
に
石
和
町

小
石
和
地
内
で
発
生
し
た
建
物
火

災
に
お
い
て
、
早
期
通
報
お
よ
び

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る
初
期
消
火

を
行
い
、
火
災
被
害
の
軽
減
に
つ

な
げ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
表
彰

状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

表彰を受けた堀口みよ子さん、土屋多寿子さん、
天野幸江さん（左から）

か
ん
ねり

ん

　
環
境
省
で
は
C
O
2
を
は
じ
め

と
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の

削
減
の
た
め
、
過
度
な
暖
房
使
用

を
控
え
な
が
ら
も
快
適
に
過
ご
す

「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」
の
実
践
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
家
族
や
ご
近
所
で

一
つ
の
部
屋
に
集
ま
っ
て
暖
房
を

使
っ
た
り
、
暖
房
を
止
め
て
街
に

出
か
け
た
り
す
る
こ
と
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
節
約
す
る
「
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｍ�
Ｓ

Ｈ
Ａ
Ｒ
Ｅ
（
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
）
」

の
取
り
組
み
も
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
で
環
境
に
や

さ
し
い
暮
ら
し
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
衣
類

○
マ
フ
ラ
ー
、
手
袋
、
レ
ッ
グ
ウ

ォ
ー
マ
ー
等
を
活
用
し
て
、
首
、

手
首
、
足
首
を
あ
た
た
め
る

○
軽
く
て
薄
い
機
能
性
素
材
の
下

着
や
セ
ー
タ
ー
な
ど
、
「
素
材
」

に
着
目
し
て
お
し
ゃ
れ
に
あ
た

た
ま
る

○
マ
フ
ラ
ー
や
ひ
ざ
掛
け
、
ス
ト

ー
ル
な
ど
を
活
用
し
て
こ
ま
め

に
体
温
調
節
す
る

▼
食
べ
物

○
家
族
や
友
達
と
「
鍋
」
を
楽
し

み
な
が
ら
、
か
ら
だ
や
室
内
を

あ
た
た
め
る

○
一
部
屋
に
集
ま
っ
て
他
の
部
屋

の
暖
房
や
照
明
は
オ
フ

○
冬
が
旬
の
も
の
、
根
菜
類
、
し

ょ
う
が
な
ど
、
体
を
あ
た
た
め

る
食
材
を
と
り
い
れ
る

○
朝
食
を
し
っ
か
り
摂
る
な
ど
、

食
生
活
を
整
え
て
寒
さ
に
強
い

か
ら
だ
を
つ
く
る

▼
住
ま
い

○
省
エ
ネ
加
湿
器
や
お
湯
の
入
っ

た
や
か
ん
な
ど
で
加
湿
し
て
、

体
感
温
度
を
上
げ
る

○
温
度
計
、
湿
度
計
を
近
く
に
置

い
て
室
内
環
境
を
「
見
え
る
化
」

○
断
熱
シ
ー
ト
を
活
用
す
る
な
ど
、

窓
や
ド
ア
な
ど
か
ら
あ
た
た
か

い
空
気
が
逃
げ
な
い
工
夫
を
す

る
○
扇
風
機
で
あ
た
た
か
い
空
気
を

循
環
さ
せ
る

○
湯
た
ん
ぽ
、
毛
足
の
長
い
ス
リ

ッ
パ
、
カ
イ
ロ
な
ど
を
活
用
し
て
、

暖
房
に
頼
り
す
ぎ
な
い
工
夫
を

す
る

▼
そ
の
他
:
入
浴
と
運
動
の
時
間

を
大
切
に
し
よ
う

○
入
浴
で
体
も
心
も
あ
た
た
め
る

○
ゆ
ず
湯
、
し
ょ
う
が
湯
、
大
根

湯
な
ど
で
体
を
あ
た
た
め
る
効

果
が
上
昇

○
足
湯
を
行
う
の
も
効
果
的

○
通
勤
、
通
学
時
に
歩
く
、
積
極

的
に
階
段
を
使
う
な
ど
、
体
温

上
昇
に
も
健
康
に
も
効
果
的

○
家
や
職
場
で
座
っ
て
で
き
る
血

行
促
進
運
動
を
す
る

【
参
考
】
環
境
省
「
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
」

ホ
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ム
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ー
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犬
や
猫
の
飼
い
主
の
方
は
、
飼

い
犬
・
猫
が
ふ
ん
を
し
た
ら
そ
の

ま
ま
放
置
せ
ず
、
袋
等
の
容
器
に

入
れ
て
回
収
し
ま
し
ょ
う
。
動
物

に
は
責
任
は
あ
り
ま
せ
ん
。
飼
い

主
が
必
ず
責
任
を
持
っ
て
回
収
し

ま
し
ょ
う
!
ま
た
、
猫
を
飼
っ
て

い
る
方
は
、
屋
内
で
飼
う
こ
と
に

努
め
る
よ
う
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ポ
イ
捨
て
は
、
軽
犯
罪
法
に
違

反
す
る
行
為
で
す
。

　
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
、
煙
草
、
空

き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
レ
ジ
袋

な
ど
の
使
い
捨
て
容
器
類
、
包
装

紙
、
新
聞
・
雑
誌
な
ど
の
ポ
イ
捨

て
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
み
ん
な
で
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
、

さ
せ
な
い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
!

　
う
ち
の
犬
は
リ
ー
ド
な
し
の
散

歩
で
も
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
?

　
公
園
・
土
手
・
歩
道
な
ど
車
が

通
ら
な
い
場
所
で
も
、
予
想
外
の

事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。
犬
の
た

め
、
人
の
た
め
に
必
ず
リ
ー
ド
を

つ
け
て
散
歩
を
し
ま
し
ょ
う
!
ま

た
、
リ
ー
ド
の
長
さ
に
も
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

■問合せ先　環境推進課　☎�055（262）4111



オーケストラコンサートの練
習の合間を縫って開催された
ロビーコンサート

最終日に行われた
オーケストラコンサート

支部の部（35.6km）
１位　石　和　（2時間1分10秒）
２位　一　宮　（2時間7分20秒）
３位　春日居　（2時間7分29秒）
４位　御　坂　（2時間10分8秒）
５位　境　川　（2時間10分32秒）
６位　八　代　（2時間11分26秒）
※大会記録　1時間59分57秒（第6回石和
チーム）

一般の部（35.6km）
１位　U.D.N　　　（2時間22分10秒）
２位　笛吹市役所�　（2時間39分50秒）
３位　笛吹Medley　（2時間48分56秒）
※大会記録　2時間6分10秒（第5回石和中
陸上部）第一走者の選手がスタート

緑の活動発表を行った「黒駒

緑の少年少女隊」代表の梶原

百菜さん（左）白石優菜さん

　
11
月
23
日
、
甲
斐
市
の
山
梨
県

緑
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
山
梨

県
緑
の
活
動
発
表
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
に
、
峡
東
地
区
代
表
と

し
て
「
黒
駒
緑
の
少
年
少
女
隊
」（
御

坂
東
小
学
校
）
が
参
加
し
、
「
真

夏
の
青
い
ス
イ
ト
ピ
ー
」
と
い
う

品
種
を
使
っ
た
緑
の
カ
ー
テ
ン
、

ナ
ル
ト
の
森
（
御
坂
町
下
黒
駒
地

内
）
で
の
植
樹
活
動
な
ど
日
頃
の

活
動
発
表
を
行
い
、
見
事
優
秀
賞

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
か
ら
の
も
の
づ
く

り
体
験
で
参
加
者
は
、
ふ
く
ろ
う

の
壁
掛
け
を
作
成
し
、
木
の
温
も

り
を
感
じ
な
が
ら
作
品
の
出
来
栄

え
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
緑
の
少
年
少
女
隊
は

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
て
い
る
緑
の

募
金
に
よ
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
18
日
、
各
支
部
代
表
の
6

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
石
和
チ
ー
ム

が
3
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。
一

般
の
部
に
は
3
チ
ー
ム
が
出
場
し
U
・

D
・
N
が
初
優
勝
し
ま
し
た
。

　
八
代
小
学
校
で
は
児
童
会
が
主

体
と
な
っ
て
「
あ
い
さ
つ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
登
校
時
に
当
番
制
で

児
童
が
玄
関
口
に
立
ち
、
「
お
は

よ
う
」
の
あ
い
さ
つ
と
と
も
に
ハ

イ
タ
ッ
チ
で
出
迎
え
る
も
の
で
す
。

　
ハ
イ
タ
ッ
チ
で
お
は
よ
う
を
交

わ
す
こ
と
で
笑
顔
の
「
わ
」
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　
11
月
23
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、

第
5
回
笛
吹
音
楽
祭
が
ス
コ
レ
ー
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
音
楽
祭
は
、
市
民
が
中
心

と
な
り
、
企
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
の
協
力
に
よ
り
、
手
作
り

で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
出
演
者
が
公
募
さ
れ
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
に
全

国
各
地
か
ら
合
唱
団
や
演
奏
者
な

ど
1
0
0
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
11
月
29
日
、
市
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
甲
府
は
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
新
た
に
高
校
や
大
学

を
卒
業
す
る
方
や
一
般
求
職
者
を

対
象
に
笛
吹
市
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
企
業
は
旅
館
業
や
介
護
事

業
お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
、
市

内
を
中
心
に
営
業
す
る
19
社
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
適
職
無
料
相
談
会
の

ブ
ー
ス
を
設
け
て
総
合
的
な
就
職

相
談
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

本大会が行われた流通経済大学（茨城県龍ヶ
崎市）のグランドでの記念撮影

春日居町駅前に展示された菊

　
11
月
10
日
、
市
教
育
委
員
会
は
、

慈
眼
寺
（
一
宮
町
末
木
）
の
協
力

の
も
と
、
慈
眼
寺
保
存
修
理
現
地

見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
慈
眼
寺
は
、
江
戸
時
代
初

期
の
地
方
寺
院
に
お
け
る
建
物
の

配
置
状
況
を
現
在
に
伝
え
る
も
の

と
し
て
、
本
堂
の
ほ
か
2
棟
が
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
見
学
会
は
、
本
堂
の
修
理

が
終
盤
を
迎
え
屋
根
の
茅
葺
が
建

立
当
初
の
姿
に
復
元
さ
れ
て
い
る

の
を
契
機
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
約
30
人
が
参
加
し
、

本
堂
の
茅
葺
屋
根
の
修
復
方
法
な

ど
を
熱
心
に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

　
第
32
回
東
日
本
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
に
お
い
て
、
春
日

居
中
学
校
ラ
グ
ビ
ー
部
が
県
予
選

を
勝
ち
抜
き
、
新
潟
・
山
梨
代
表

決
定
戦
に
お
い
て
、
新
発
田
市
選

抜
チ
ー
ム
を
46
対
0
で
下
し
、
本

大
会
に
進
み
ま
し
た
。
11
月
11
日
、

本
大
会
1
回
戦
で
本
郷
中
学
校
（
東

京
3
位
）
と
戦
い
、
健
闘
し
ま
し

た
が
59
対
17
で
敗
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
春
日
居
中
ラ
グ
ビ
ー
部

は
季
節
部
で
、
選
手
た
ち
は
普
段
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
野
球
部
、

卓
球
部
、
テ
ニ
ス
部
な
ど
に
所
属

し
な
が
ら
、
練
習
を
重
ね
て
い
ま

し
た
。

11月18日には、フッキー（右）とフエッピーも
児童を出迎えました

本堂の茅葺屋根ついて説明を聞く参加者

ハイタッチでおはよう
とあいさつする児童

　
11
月
2
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
、

春
日
居
町
中
輪
菊
愛
好
会
に
よ
る

菊
の
展
示
「
第
6
回
菊
の
散
歩
路
」

が
J
R
春
日
居
町
駅
周
辺
の
会
員

の
民
家
な
ど
に
お
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
同
会
は
菊
作
り
を
通
し
て
、
地

元
観
光
と
地
域
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
期
間
中
、
菊
の
散

歩
路
は
、
J
R
東
日
本
が
企
画
す

る
「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」
の
コ

ー
ス
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
多
く

の
参
加
者
が
会
員
の
栽
培
し
た
菊

を
観
賞
し
ま
し
た
。

もな

か
や
ぶ
き



●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

1
月
5
日（
土
）・
12
日（
土
）・
19
日（
土
）

午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分

毎
週
土
曜
日
2
回
開
催

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

1
月
17
日（
木
）午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

1
月
10
日（
木
）　
午
前
11
時
か
ら

●
楽
蔵
お
は
な
し
会

　
１
月
12
日（
土
）

　
午
後
2
時
か
ら
　
講
座
教
室

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

１
月
22
日（
火
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム
新
春
ス
ペ
シ
ャ
ル

　（
大
人
向
け
イ
ベ
ン
ト
）
★

１
月
18
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

１
月
９
日（
水
）　
午
前
11
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
の
お
は
な
し
会

１
月
13
日（
日
）・
27
日（
日
）

午
後
２
時
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

１
月
12
日（
土
）　
午
後
2
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

１
月
11
日（
金
）･
25
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

１
月
16
日（
水
）　
午
前
11
時
か
ら

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

１
月
20
日（
日
）　
午
後
２
時
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

　
1
月
12
日（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
か
ら

●
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

1
月
9
日（
水
）・
16
日（
水
）・
23
日（
水
）・

30
日（
水
）

　
午
前
11
時
か
ら

●
え
ほ
ん
で
Ｇ
Ｏ
！

1
月
19
日（
土
）・
26
日（
土
）

午
前
11
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

1
月
12
日（
土
）　
午
後
２
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

　（
乳
幼
児
向
け
）

１
月
８
日
（
火
）・
22
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

１
月
12
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

１
月
19
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

１
月
26
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・
公
民

館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・
デ
ィ
サ

ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど
に
出
向
き
、

年
配
の
方
々
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ご
要
望
が
あ
れ
ば
随
時

出
前
お
は
な
し
会
を
行
い
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け

に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

★
印
…
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し

登
録
講
座

■
問
合
せ
先

石
和
図
書
館
（
担
当
�
石
倉
）

☎
0
5
5（
2
6
2
）
5
9
5
9

石
和
図
書
館

℡
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

一
宮
図
書
館

℡
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火
・
木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水
・
金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

境
川
図
書
室

℡
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日
・
土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

℡
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

八
代
図
書
館

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

御
坂
図
書
館

℡
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月
・
火
・
木
・
金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館

1
日
（
火
）
〜
4
日
（
金
）・
7
日
（
月
）・

15
日
（
火
）・
21
日
（
月
）・﹇
蔵
書
点
検

の
た
め
休
館
﹈24
日（
木
）〜
31
日（
木
）

◆
御
坂
図
書
館

1
日
（
火
）
〜
５
日
（
土
）・
９
日
（
水
）・

16
日
（
水
）・
23
日
（
水
）
30
日
（
水
）・
31

日（
木
）

◆
一
宮
図
書
館

１
日
（
火
）
〜
５
日
（
土
）・
７
日
（
月
）・

14
日
（
月
）・
21
日
（
月
）・
28
日
（
月
）・

31
日（
木
）

◆
八
代
図
書
館

1
日
（
火
）
〜
5
日
（
土
）・
7
日
（
月
）・

14
日（
月
）・
21
日（
月
）・
28
日（
月
）

◆
境
川
図
書
室

1
日
（
火
）
〜
6
日
（
日
）・
13
日
（
日
）・

14
日（
月
）・
20
日（
日
）・
26
日（
土
）〔
電

気
点
検
の
た
め
〕・
27
日（
日
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

１
日
（
火
）
〜
５
日
（
土
）・
７
日
（
月
）・

15
日
（
火
）・
21
日
（
月
）・
28
日
（
月
）・

31
日（
木
）

　石和は１月５日（土）から、一宮・御坂・八代・春日居は６日（日）から、境川は７日(月)から

開館します。図書館では、新春のお喜びとともに楽しい企画をご用意して皆さんのご来館をお

待ちしています。

　職員が着物姿で皆さんをお迎えします。抹茶と和菓子のサ
ービスもありますので、ご家族おそろいでお出かけください。

　日　時　１月５日(土）午前10時～午後３時
　場　所　石和図書館入口

　日　時　１月５日(土)
　○午前11時から　○午後２時から
　場　所
　石和図書館　２階　視聴覚ホール

　講師に表千家教授・華道古流教授の須田菊子先生をお招きし、
御坂図書館初釜を行います。初春を御坂図書館で感じてみませんか。
　日　時　１月18日（金）午前10時30分から
　場　所　御坂図書館　

　時　間　午前10時30分から
　場　所　いちのみや桃の里
　　　　　ふれあい文化館　ロビー

　時　間　午後２時から
　場　所　いちのみや桃の里
　　　　　ふれあい文化館　前庭

　御坂図書館（学びの杜みさか）で開催された楽蔵クリスマス会に、
絵本作家のよしながこうたく先生が登場しました。
　代表作『給食番長』の臨場感あふれる読み聞かせや、子どもたち
のリクエストに応えながらのライブペイントでは、赤・白・黄・青・
黒の5色の絵の具で描かれる迫力あるイラストに会場が沸きました。 子どもたちとふれ合う、

よしながこうたく先生

　人が駒になって大きなすごろく
の上を進みます。



11月28日、県内のホテルで腕を

ふるうシェフの指導の下で、一

宮北小学校６年生の児童が地域の食材を使いフラン

ス料理を作る「リトルシェフやまなし」が開催され

ました。これは、子どもたちが食への関心をもち、

地元の食文化・風土に誇りを持ってもらおうと行わ

れました。児童は、５班に分かれて前菜、スープ、

魚料理、肉料理、デザートを作り、最後には、普段

の給食とは少し趣が異なる料理を堪能しました。

会　場地　域 月　日 時　間

あぐり情報ステーション春日居地域 1月17日（木）

芦川ふるさと総合センター芦川地域 1月22日（火）
午後７時
から

境川総合会館境川地域 1月25日（金）

いちのみや桃の里ふれあい文化館一宮地域 1月29日（火）

御坂農村環境改善センター御坂地域 2月7日（木）

　現在、それぞれの地域・団

体・グループの抱える課題や

まちづくりに関する提案等の

ご意見をお伺いし、今後の市

政に役立てていくことを目的

に開催します。

　参加自由ですので、ぜひ多

数の皆さんのご参加をお願い

します。

■問合せ先　笛吹市役所　経営政策部　経営企画課　広聴広報担当　☎�055（262）4111

　開催日程

※居住地域以外の会場への参加も可能です。
※駐車場には限りがありますので、出来るだけ乗り合わせてご参加ください。
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